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令和６年能登半島地震のお見舞い
災害救援募金中間報告

　令和6年能登半島地震により被災されました十全同窓会会員ならびに
ご家族さまに、心からお見舞いを申しあげます。

十全同窓会会報186号・同窓会ホームページ・メーリングリストなどを介して、令和6
年能登半島地震により甚大な被害を受けた能登北部基幹病院への災害救援募金をお願い申
しあげましたところ、短期間に多くの募金を賜りました。誠にありがたく、篤く御礼申し
あげます。募金の状況、能登北部同窓生への経済的支援について、中間報告を申しあげます。

2024年４月12日現在、710件（4団体を含む）、¥27,174,000.− の募金を頂戴しており
ます。このうち ¥20,000,000.− については、2024年3月5日に、市立輪島病院ならびに
珠洲市総合病院の病院長宛に¥10,000,000.−ずつを送金いたしました。募金の残金につい
ては、同窓会会計からの募金を加え、全額を追加送金いたします。

本募金は、2024年6月28日(金)午後11:00を以て、一旦 中締めといた
します。
募金にお力添えを下さる同窓会員の皆さまにおかれましては、以下の送金方法のいずれかを経

由して募金をお寄せください。

募金額は一口１万円とし、２口以上をお願いいたします。
①下記銀行口座へ直接振り込みが可能です
　　北陸銀行　小立野支店  
　　　　　　　普通預金　6051047	  
　　　　　　　金沢大学医学部十全同窓会 令和6年能登半島地震災害救援募金
　　(お振込の際は、ご氏名の前に会員番号もしくは卒業年のご入力をお願いいたします)
②郵便振り込み用紙を同封しておりますのでご利用ください

領収書は、払込取扱票の受領証をもって代えさせていただきます。
募金に対する免税措置はございませんので、予めご了承ください。
最終的な募金会計のご報告は、2024年7月6日(土)に予定されている十全同窓会総会、
ならびに同窓会会報、同窓会ホームページでお知らせいたします。十全同窓会会員各位か
ら頂戴したご支援に、重ねて感謝申しあげます。

� 2024年4月吉日
� 金沢大学医学部十全同窓会会長　山本　　健

問合せ先　金沢大学医学部十全同窓会事務局　Email： juzen@med.kanazawa-u.ac.jp



令和6年1月1日夕方に発生した能登半

島地震に対する金沢大学附属病院の対応

についてご報告いたします。

・１月1日の地震発生後、18時に附属病

院災害対策本部を設置。附属病院なら

びに第２中央診療棟（新棟）には損傷は

全く見られないことを確認。翌日より

毎朝対策本部会議を開催

・地震発生翌日より能登の病院からの震

災関連患者の受け入れを開始（附属病院

は200名を超える重症患者を受け入れ）

・1月1日(月)～1月3日(水)：市立輪島

病院にDMATチームを派遣（医師、看

護師、事務職員)

・1月4日(木)～1月22日(月)：DMAT

指揮所(活動拠点)を附属病院に設置

・1月19日(金）～能登地域避難所：血栓

症が疑われる方へのエコー検査と診断

などを実施

・能登地域の病院・避難所、1.5次避難所

(いしかわ総合スポーツセンター）、2

次避難所への職員 の派遣(医師、看護

師、薬剤師、栄養管理士、臨床検査技師、

理学療法士、作業療法士、救命救急士、

事務職員等）

以上、附属病院は職員一丸となって能

登の病院への人的支援、避難住民の健康

管理、重症患者の治療等を行ってきまし

た。今後も支援活動を継続してまいり

ます。

金 沢 大 学 附 属 病 院 の 活 動 状 況
� 金沢大学附属病院長　蒲田　敏文
� （昭和58年卒業）

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 │ 緊 急 特 集 │

輪島市内を走る車内から(DMAT隊員) 能登の病院からの重症患者受け入れ

七尾市矢田郷コミュニティセンターでの診察
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日本医師会災害医療支援チーム「Japan 

Medical Association Team（JMAT）」は、

災害が起きた際に日本医師会が被災地外

の都道府県医師会ごとにチームを編成し、

被災地の医師会からの要請に基づいて派

遣を行い、主として発災後の急性期以降

を担うのがコンセプトである。「JMAT

が去っても、被災地医師がもう一度ここ

で診療をしていきたいと思えるよう、長

期的な視点で支え、想いに寄り添いなが

ら、行政と一緒に地域医療を守る」を行

動指針として、能登半島地震における石

川県JMATは活動した。その実現のため

に、被災地診療機関の診療支援、被災地

医師や地域行政と協働しながら施設や避

難所の巡回を行ってきた。この場をお借

りして石川県JMAT調整本部の立ち上げ

から約1カ月間の初動についての経験を

十全同窓会会員の皆さまに伝えたい。

東日本大震災の一年前に、日本医師会

の会内委員会「救急災害医療対策委員会」

よりJMATの創設が提言された。実は大

震災直前まで、研修カリキュラムなどを

検討していた。2011年3月、東日本大震

災が発生した。それを受け急きょ全都道

府県医師会に派遣要請を発出し、2,763

チーム、延べ12,628名を被災地に派遣

した。その後熊本地震や各地の豪雨災害

に対しても派遣を行ってきた。

さて今回の能登半島地震では、1月3

日朝、安田健二石川県医師会会長とと

もに石川県庁11階にある災害派遣医療

チーム（DMAT）本部に入り、直ぐに地

震の被害状況やDMAT初期活動につい

てオリエンテーションを受けた。部屋の

中にはロジスティクスチーム、情報分

析、病院避難、透析、物資支援など各部

門別にグループがすでにつくられ、大勢

のDMATメンバーが忙しく活動してお

り熱気に溢れていた。早速JMATの部署

が割り当てられた。午後には馳浩知事か

ら知事室にてJMAT編成の依頼を直接受

けた。そこでまず現地を見て情報を得る

ことが先決であることから、石川県医師

会から理事と事務局員が3日の午後に先

遣JMATとして情報収集のため能登方面

に出発した。しかし道路寸断や渋滞のた

め七尾市まで行くのが限度であった。被

災地では建物倒壊による死者が次々と報

告されており、全域にわたって断水で水

が使えず、DMAT本部ではまず透析患

者の搬送が最優先の課題であり、夜遅く

までかかり対策が立てられた。4日まで

に恵寿総合病院以外の透析患者のほぼ全

員が金沢市以南の透析可能医療機関へ陸

路と空路で搬送された。また、能登北・

中部の病院は機能不全に陥り、特に高齢

化率が50％を超える能登北部では、高

齢者施設や福祉施設も多く、入院患者や

入所者の病院避難のための搬送が急務で

あり、県内ばかりでなく県外への搬送を

陸空で行う計画が立てられた。そのため

金沢市以南の多くの病院が協力し、後に

定員オーバーの状態で多忙を極める事に

なった。

1月4日午後、愛知県医師会会長と日医

常任理事が日医推薦の救急専門医で指導

医でもある秋冨慎司医師や日本医師会事

務局員と共に来県した。ヒアリングと共

にJMAT調整本部立ち上げのアドバイス

を得た。翌日の5日には石川県医師会か

ら七尾経由で穴水町へ先遣JMATを派遣

した。引き続き東日本大震災での経験が

ある病院からJMAT編成の継続した派遣

をお願いしていくことになった。JMAT

調整本部組織の立ち上げは、秋冨先生

の東日本大震災などでの豊富な経験に基

づき、その的確な指示のもとに行われ

た。石川県医師会災害対策本部と石川県

JMAT調整本部（写真1）、その後3つの調

整支部（図1）が設置され、それぞれ綿密

な情報共有とともに多くのJMAT派遣の

調整を行っていくこととなる。道路の寸

断と断水の長期化が今回の災害の大きな

特徴であり、道路と宿泊所の確保ができ

ないことなどがJMAT派遣の障害となっ

た。これが少しずつ解消されるととも

に、七尾から能登北部方面の医療支援が

徐々に可能となった。当初は診療所や自

宅が全壊や半壊し、診療を行うことがで

きない先生が大半であった。特に輪島市

は悲惨な状況であった。自身が避難所生

活を強いられながら避難所での巡回診療

を行っている先生も何人かおられた。そ

J M A T 活 動 の 初 動 に つ い て
― 石 川 県 J M A T 調 整 本 部 の 立 ち 上 げ ― � 石川県医師会副会長・芳珠記念病院名誉院長　上田　　博
� （昭和47年卒業）
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写真1
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の後刻々と変化するニーズを確認しなが

ら、JMAT調整本部は診療所支援、避難所

や高齢者施設の医療支援の調整を行って

いった。全国からの多くの有用な人材が

支援に駆けつけてくれてありがたかった。

一方、1月3日には松本日医会長から都

道府県医師会に対してもJMATの派遣要

請がなされた。また日医から派遣された

ロジスティクス担当職員のてきぱきとし

た調整能力には感心させられるとともに、

ロジスティクスの重要性を痛感した。初

動にはこういった経験者が重要であり、

訓練ではこういった実務面はなかなか習

得できないと思う。石川県医師会として

はJMATを派遣した経験はあるが、被災

地としての調整本部設立は初めてであり、

何をどこからすれば良いのか途方に暮れ

ている状態であったため大変有り難かった。

発災早期から災害関連死防止のため能

登の多くの住民、特に高齢者や障害を

持った方の金沢市以南のホテル、旅館

や民泊などへの2次避難が行われた。そ

のトリアージ目的で大型の1.5次避難所

が金沢市のいしかわ総合スポーツセン

ター、産業展示館と小松市総合体育館に

設置された。医療や介護を必要とする方

が続々と避難され、予想より多くの医

療・看護・介護・福祉支

援が必要となった。そこ

で金沢市や小松市医師会

にその医療支援を要請し

たところ、2次避難した

方などの診療で多忙の

中、JMATとして1.5次

避難所での医療支援を引

き受けていただいた。金

沢大学病院からも研修医

を含めた多くの先生方が

JMATとして、1.5次避

難所での診療、またDVT予防、糖尿病

や褥瘡など専門分野において積極的に活

動した。和田隆志金沢大学学長、蒲田敏

文病院長（当時）や宮澤克人金沢医科大学

学長にも馳知事と松本吉郎日医会長との

意見交換会に出席していただいた（写真

2）。紙面を借りて深謝したい。全国の

多くの医療関係者の支援があってなし

得たことであるが、JMATが巡回診療を

行った避難所からは災害関連死が1例も

発生していないとのこと、誇りとしたい。

災害支援にはDMAT、JMAT、日本赤十

字社、災害派遣精神医療チーム（DPAT）、

日本災害リハビリテーション協会（JRAT）、

災害派遣福祉チーム（DWAT）、災害時健

康危機管理支援チーム（DHEAT）、日本

栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）など

多くの団体の相互協力が必須である。ま

た災害支援の活動はDMATなど急性

期に集中的な活動である一方、JMAT、

DPATやJRATは長期にわたって息の長

い支援活動が求められている。しかし今

回は被災地の特殊性からDMAT活動は

1カ月以上におよび、日赤やJMATとと

もに長期の支援を余儀なくされた。世界

各地で地震や洪水などの大災害が頻発し

ており、災害の特徴に併せた支援団体の

活動が重要になってくることが予想され

る。あらゆる機会を通じてさまざまな経

験しておくことを若い世代に伝えたい。

図1

� 写真2
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能登半島地震により多くの糖尿病の方

が被災したが、この方たちは、食事や身

体活動量などの生活環境の変化が病状に

深く関わり、インスリン等の注射製剤を

使用している方も多いため、病状の悪化

が懸念された。また、災害関連死に関係

し重要だったのは深部静脈血栓症と感染

症対策であるが、いずれも糖尿病が深く

関わっており、災害関連死予防のために

も被災地の糖尿病の方への支援が必要で

あろうと考えられた。この方達を支える

ため糖尿病医療支援チームとして活動し

たので、十全同窓会会員の皆さまにお伝

えしたい。

石川県糖尿病対策推進会議は、石川県

医師会、石川県と協同して、県民の糖尿

病重症化予防に努めてきたが、今回の能

登半島地震にあたり糖尿病の方への支援

が必要と考え、古川は、発災後1月3日

より内分泌・代謝内科の篁俊成教授と

情報交換を行ない、活動を始めた。1月

7日には、石川県庁内に設置されていた、

災害派遣医療チーム(DMAT)調整本部、

日本医師会災害医療チーム(JMAT)調

整本部、石川県医師会災害対策本部と連

携して、被災地におけるインスリンをは

じめとした糖尿病治療薬不足の情報を収

集する体制を構築した。実際、翌1月8

日にはDMAT調整本部よりインスリン

が切れかけていた1型糖尿病の方の情報

がもたらされ、これに対応した。一方、

日本糖尿病協会は日本糖尿病学会と協同

し、2023年11月糖尿病医療支援チーム

(DiaMAT)を立ち上げ、防災教育から

発災時の支援まで、糖尿病の方を災害に

対して支えていく対策を講じていた。1

月10日糖尿病協会から現地調査のため、

熊本地震で活動実績があったチームが先

遣DiaMATとして派遣され、石川県医

療福祉介護調整本部にて調査を行った。

石川県においてDiaMATは組織されて

おらず、古川は、篁教授、研修医・専門

医総合教育センターの米谷充弘准教授、

内分泌・代謝内科の中野雄二郎助教とと

もにこれに同行し、以後石川県において

DiaMATとしても活動することとなった。

DiaMAT単独では被災地における活

動が難しいと考えられたが、その活動意

義が理解されたためJMATの枠組みで派

遣できることとなった。その中で、古川

は、石川県医師会災害対策本部と連携し

ながら、日本糖尿病協会内のDiaMAT

調整本部と、JMAT調整本部及び被災地

に設置されたJMAT調整支部間で、派遣

チームの調整を担当した。また、金沢大

学内分泌・代謝内科は、DiaMATの糖尿

病関連医療物品の手配、現地医療機関と

の調整を担当した。DiaMATの避難所

における具体的な活動としては、インス

リンや内服薬、低血糖に関するアドバイ

ス、食事や運動などのアドバイス、フッ

トケアなどが挙げられるが、実際の被

災地への派遣は1月20日に開始された。

篁教授は、第一陣として自ら能登中部の

避難所を回って医療支援を行い(写真1)、

その中で糖尿病腎症によるネフローゼ症

候群が増悪して全身性浮腫を認めた症

例、自己判断でインスリンを中止し高血

糖を認めた症例に介入を行い、現地医療

機関と連携した。また福井県DiaMAT

として、福井県糖尿病協会会長の笈田耕

治先生(昭和54年卒業)にも活動してい

ただいた。その他、九州、関西から、２

月下旬まで計6回9チームが派遣され、

DiaMAT活動を行った。3月以降も活動

予定であったが、被災地の地域医療が復

旧したために終了した。

金沢大学内分泌・代謝内科は、糖尿病

糖 尿 病 医 療 支 援 チ ー ム の 活 動 に つ い て
� 石川県糖尿病対策推進会議代表、石川県医師会理事　　　　　　　

北陸先端科学技術大学院大学保健管理センター　センター長・教授　古川　健治
� （平成4年卒業）

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 │ 緊 急 特 集 │

写真1　第一陣として七尾のJMAT能登中部調整支部で活動したDiaMAT(写真右、篁教授)
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の方のみならず内分泌疾患の方も含めて

支援するため、糖尿病内分泌疾患支援

チーム(DiaEndoMAT)として独自の

活動も行った。能登地区に居住し附属病

院内分泌・代謝内科通院中の約300名の

方の安否確認を行い、必要に応じて薬剤

処方した。また、被災住民への療養情報

として、LINE、X、ホームページを使っ

て広報SNSを立ち上げた。また、避難

所に掲示できる住民向けポスターを作成

し、配布した。さらに、被災時糖尿病管

理マニュアル、内分泌疾患の管理マニュ

アルを作成し、被災地で活動する医療支

援チームに提供した。

以上、能登半島地震における糖尿病医

療支援チームの活動につき紹介させてい

ただいたが、DiaMATは今まで活動実

績が無く、JMATとしての派遣実績も無

かったため、その調整は困難を極めた。

通常のJMAT活動以外で臓器別チームと

して派遣されたのは、DiaMATの他は、

循環器内科の高村雅之教授、保健学系の

森下英理子教授を中心とした深部静脈血

栓症予防チーム、眼科チームだけであり、

DiaMATの活動は他の臓器別チームと

同様、一定の意義はあった

のではないかと愚考してい

る。最後に、日本医師会か

ら派遣されJMAT調整本部

で中心となって活動された

秋冨慎司先生には、本当に

お忙しい中DiaMATの活

動にご尽力いただき、多大

なご迷惑をおかけした(写

真2)。また、DMAT調整

本部で活動されていた小見

亘先生(平成8年卒業)には、DiaMATの

輪島地区への派遣に関しご尽力いただい

た。秋冨先生、小見先生をはじめ、糖尿

病医療支援チームの活動をサポートして

いただいた全ての方に感謝の意を表し本

稿を終えたい。

写真2　石川県庁内JMAT調整本部にて、秋冨慎司先生(写真中央)、
東京都JMATとして派遣された山村卓也先生(写真左、令和
3年卒業)と古川(写真右)

去る1月1日におきた能登半島沖地震

にてお亡くなりになられた方々のご冥福

をお祈りするとともに、被災された皆さ

まに心よりお見舞いを申し上げます。同

窓会会員の皆さまの中にも、被災された

先生方がいらっしゃるかと存じますが、

改めてお見舞い申し上げますとともに、

被災現場での医療活動にご奮闘されてい

る先生方に、深く感謝申し上げます。

さてこの度は、金沢大学附属病院から

日本医師会災害医療チーム（JMAT）「深

部静脈血栓症（DVT）検診」班として、被

災地支援に参加する機会を得ましたので、

活動状況についてご報告をさせていただ

きます。

本邦では2004年の新潟中越地震にお

いて、車中泊を原因とする急性肺塞栓症

(PE)が多発し、エコノミークラス症候

群という疾患名が国民に周知されるよう

になりました。さらに、2016年熊本地

震では本震2日後に車中泊の50歳代の

女性がPEにより死亡したことより、車

中泊への注意についての啓発がマスコミ

報道を通じて行われました。そこで、今

回の能登半島地震の発生に際し、車中

泊者を含む避難所での生活を強いられ

ている被災者の方々の静脈血栓塞栓症

（VTE）を予防するために、医師、臨床検

査技師、看護師によるDVT検診＋心の

ケア＋フレイル予防チームを結成し、石

川JMATの災害医療チームとして支援活

動を行いました。活動の主な目的は3つ、

①早期にDVTを発見し重症VTE発症を

防ぐ、②血栓発症リスクの高い被災者に

弾性ストッキングを配布し、着脱の指導

を行う、③下肢の運動、脱水予防などの

J M A T「 深 部 静 脈 血 栓 症（ D V T ）検 診 」班 の 活 動 報 告
� 金沢大学医薬保健研究域病態検査学　森下英理子
�
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血栓症予防啓発を行う、であります。と

同時に、私達は「同じ石川県民として一

人一人の避難者の方々に寄り添いながら

話をじっくり聞く」ということを最も心

がけました。

派遣医療チームおよび活動の概要を、

以下に示します。

派遣先：JMAT能登中部調整支部・能登

中部保健福祉センターと連携し、志賀地

区ならびに富来地区の12ヵ所の避難所を

巡回。

派遣期間：1月28日から3月25日まで、1

週間に1回程度合計9回、日帰りで活動

を実施。

派遣構成員：医師3名（循環器内科医1名、

血液内科医2名）、附属病院検査部より検

査技師5名（エコー検査3名、採血2名）、

保健学科より検査技師4名（採血あるいは

調整係）、看護師2名（心のケアあるいは

フレイル対策）、事務官4名（運転あるい

は調整係）、博士課程大学院生1名、合計

19名が参加。1チームは、医師1名、エ

コー検査技師1名、採血ならびに調整係

2～3名、運転士1名、計5～6名で構成さ

れ、心のケア支援あるいはフレイル予防

を行う看護師が加わることもありました。

活動内容：問診により、年齢、肥満度、

妊娠、基礎疾患（高血圧、高脂血症、糖尿

病、悪性腫瘍など）、車中泊の有無と期間、

内服薬、特に抗血栓薬、女性ホルモン剤、

睡眠薬の使用状況、水分摂取状況、生活

パターン（寝たきりになっていな

いか）、弾性ストッキング着用

の有無、血栓症の既往について、

また症状として下肢の浮腫、腫

脹・疼痛や色調変化、歩行時の

下肢の違和感、労作時の息切れ

や動悸が強くなってきたか、な

どを聴取しました。さらに診察

にて下肢の腫脹、色調変化、下

腿筋の圧痛、下肢静脈瘤、など

の所見をチェックしました。

次に、希望者全例ならびに問診により

VTEの危険因子が2つ以上ある場合は、

下肢静脈エコーによるDVT検索、およ

び採血にてD-ダイマーのチェックを行

いました。新鮮なDVTを認めD-ダイ

マー値が2.0μg/mL以上の場合は、恵

寿病院、富来病院、羽咋病院などに紹介

状を作成し、PEを含む全身検索を依頼

する形をとりました。しかし実際には、

かかりつけ医院に紹介してほしいと懇願

される場合もあり、PE合併の有無まで

は確認できない方も数名おりました。

活動状況：9回の派遣活動で、12か所の

避難所を巡回し、問診者数はのべ174人、

下肢静脈エコー検査実施者124人、D-

ダイマー測定者140人でした。エコー検

査にて新鮮血栓が124人中15人（12％）

で認められ、新鮮血栓陽性者は初回が

23％と最も多く、その後減少し2月中

旬にゼロとなったのですが、3月後半か

らじわりと増加しはじめ、3月下旬には

17％となりました。新鮮血栓を認めD-

ダイマー高値の避難者は、基幹病院ある

いはかかりつけ医に紹介しましたが、幸

いなことに重症PEを発症し入院が必要

となった方はいませんでした。ほとん

どの方が経口抗凝固薬の内服を開始さ

れ、3月に再び巡回し再検査できた方は、

全員エコー検査でDVTが縮小しD-ダイ

マー値もほぼ正常値まで回復しておりま

した。

志賀町の避難所では、各県から派遣さ

れているJMAT、JRAT、保健師さん達

がほぼ毎日入れ替わりで巡回しており、

DVT予防の啓発活動が積極的に行われ

ています。車中泊避難者の方々は、DVT

予防の注意事項を忠実に守っており、車

内では足を延ばし日中は動くことを心が

けていましたし、避難所の高齢者はなか

なか弾性ストッキングが一人で履けない

ので、水分摂取に努め足の屈伸運動を

まめに実施していました。こういった

JMAT、JRAT、保健師さん達の日々の

啓発活動が功を奏し、致死的なPE発症

を事前に防いでいるのではないかと思っ

ています。私どものDVT検診も、血栓

症を検出することが目的ではなく、エ

コー検査を行いD-ダイマーの値をお知

らせすることそのものが、啓発活動の一

環であると考えます。

最後になりましたが、エコー検査機器

を貸与してくださいました日本

超音波医学会、D-ダイマーの簡

易迅速検査（POCT）機器を貸

与してくださいましたシスメッ

クス株式会社に深謝いたします。

また、ご協力をいただきました

多くの医療関係者の皆さまに心

より感謝申し上げますとともに、

一日も早い復旧、復興がなされ

るようお祈り申し上げます。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 │ 緊 急 特 集 │
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み ん な か ら 寄 せ ら れ た 声 で す

今回の能登地震で、同級生の珠洲で開業している四十住伸一君と輪島で開業している

舩木芳則君が被災しました。同級生の山嶋哲盛君から何か援助してはどうだろうかと話

があり、そこで北山吉明君が金沢から輪島まで片道4時間かけて状況を見に行ってくれ

ました。その結果、被災した両君に義援金を送ろうかということになり、同級生に手紙

を出したところ、なんと60名から義援金の振り込みがあり、総額350万円になりました。

びっくりです。我々の仲間は卒業後すでに50年近く経っているのに‼入学時は110名で
したが、亡くなった仲間も20名いるので、現在、90名くらいになりますが、その3分の

2の同級生から義援金が集まったのです。ありがたいです。医者仲間の絆は強いですね。

また、金沢、富山でも被害を受けた方がおられるのですが、その方々からも振り込み

があり申し訳ない気持ちでいっぱいです。

� （カメイクリニック２　亀井　康二：記）

●いろいろ手配方お疲れ様です。

支援金　振り込みましたのでご確認く

ださい。舩木先生、四十住先生の再起

を祈念しています。

 

●今回の能登地震被災者の皆さまには、

心からお見舞い申し上げます。遥か離

れた南の島から少額ですが、義援金も

振り込まさせていただきました。

� 沖縄から　

●宮崎の〇〇です。

本日振り込みました。

舩木先生とは輪島市民病院で1年近く

一緒に働きました。四十住先生にも何

かとお世話になりました。お二人とも、

頑張って再起していただきたい。

●富山市　〇〇です。

四十住君、舩木君の近況有難う。先日、

四十住君に携帯電話で連絡しました。 

四十住君が元気な声で話したので、無

事でよかったと思い、私は思わず涙声

になってしまいました。そんなんで舩

木君にはまだ電話していません。涙声

になるのでやめときます。再開した時

には無事を喜びます。

●ご苦労様です。

昨日銀行に振り込みました。どうにか

仕事をしています。　

●今日舩木君と電話でいろいろ話しまし

た。なんとか元気を振るっているよう

でした。そろそろ店じまいかともらして

いました。もうすこし待ってみたらと申

しましたが周りの状況は厳しいようで

した。火事の現場からは500mしか離れ

ておらず、近所の家々は倒壊しているよ

うで、人口も減少を免れないようでした。

●お知らせ有難うございました。

同級生の誰かが被災していなければと

心配しておりました。お二人ともお元

気の様でなによりです。

北山先生、交通事情の良くない中、現

地まで行かれたようで感謝です。よろ

しくお伝えください。

些少ですが昨日早速振り込ませていた

だきましたので、よろしくお願い致し

ます。何かありましたら、またご連絡く

ださい。

●舩木君は剣道部でのお付き合い、四十

住君は脳外科でのお付き合いで、アホ

な私はこの二人のおかげで、なんとか医

学部を卒業し医者を続けることができ

ました。

心情的には、一人で、100万円くらい

寄付したいのですが、そんなに稼ぎは

ないので、今日の昼休みにとりあえず

亀井君の口座に振り込みます。

100万円だと、一人に50万円しか行

かないので、「獅子の会」の名に恥じぬ

よう、せめて、200万円を目標としま

しょう。

同級生のみなさん、奥能登は大変なこ

とになっています。

みんなを助けることはできないけど、

せめて、昔、机を並べた学友は助けよ

うじゃありませんか？！

亀井君と北山君には本当に感謝！の気

持ちでいっぱいです。

私の住所等を記します。同級生の皆さ

ん、ぜひ、お元気で。

私も近いうち、輪島と珠洲に直接出向

いて、二人を励ましてくるつもりです。

●敦賀医師会は奥能登医師会に義援金を

義 援 金 を 送 ろ う か
4 4 5 0 会
（昭和44年入学あるいは昭和50年度卒業）
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送りました。日本医師会、県医師会か

らの呼びかけはあったのですが、何処

へ行くか分からないので直接関係の医

師会に送ることにしました。中越地震

の時もそうしました。振り込めて良

かったです。珠洲は家内の実家がある

のです。

●ご苦労様です。

この歳になり、災害で生活を潰されて

しまったことを思うと、何とも言えま

せん。この度、貴君から四十住、舩木

君へのカンパの連絡をいただき、贈ら

せていただきます。

この歳で、こんな状況になってしまう

こと、復興のエネルギーも大変で、力

を失ってしまうことも理解いたします。

とにかく、復興、災害資材の除去と、

整備が進まなければ、復興も難しいと

思います。一日も早く、日常を取り戻

すことを願っています。

わずかですが、静岡からがんばれと

エールを送っていることをお伝えくだ

さい。

復興にはほど遠い金額でしょうが、同

級生の応援があるよ、がんばろうねと

いう気持ちが伝われば幸いです。

この歳を考えると、負担は多いと思い

ますが、静岡からがんばれのエールを

送っていることを、お伝えください。

●そうですか、閉院せざるを得ませんか。

震災さえ無ければ、まだまだ活躍でき

たのに残念だし悔しいですね。来週に

は指定口座にカンパさせてもらいます。

●お久しぶりです

私も今回の地震による被害には心を痛

めていましたが、亀井先生のように行

動できたことに敬意を表します。

昨日、入金させていただきました。何

らかのお役に立てれば幸甚です。

困ったときはお互いに助け合いができ

ればと思いますので、また何かお手

伝いできることがありましたらおっ

しゃってください。

●遅れましたが、今日義援金を送金しま

した。少額ですがよろしくお願いします。

ところで、当方は65歳で定年退職し

てから不定期のアルバイト医師をして

おりました。昨年4月からは老健施設

での非常勤勤務、月曜日と火曜日の2

日だけの勤務になりました。時間を持

て余しておりますが、ゆっくりと老後

を過ごしております。

●同級会世話人幹事としてのお役目ご苦

労様です。四十住、舩木両先生の他に

被災された先生はいないのでしょうか。

内灘町の液状化現象もかなりひどいよ

うです。本日、気持ちだけですが振り

込みました。よろしくお願いします。

●大変ご無沙汰致しております。

ナンと、年明け早々の「令和6年能登半

島地震」では、トンでもない事とビッ

クリしておりました。

福井に居た小生の家内の年老いた母親

が数年前から金沢の伊藤医院にお世話

になっておりまして、即座に金沢に連

絡し、家の中は色々な家財道具もひっ

くり返ってエライ目に遭ったというこ

とを聞いたものの、バーさんを含めて

家族は皆さん無事ということで一応の

安堵はしておりました。

小生は、ずっと以前より静岡県医師会

にて「災害時医療コーディネーター」を

しております。…すでに、後期高齢者

となった今でも、なり手が居ないため、

交代して貰えない！…

日医の「JMAT」にも登録してあったた

め、日医にて地域を決めて（静岡県は

穴水市になった）県医師会で派遣チー

ムを決めたのですが、流石に“後期高

齢者”では、モタモタ現地に行って、

“ご迷惑”になり兼ねない（！？）と、小

生はお役御免になった！！！

小生は、出向で7年間も七尾市の恵寿

病院におりました。病院前の社宅で暮

らし、ほとんど日夜病院暮らしでした

ので、そこを辞めてコッチに来てほぼ

40年になるのですが、今では能登半

島での知り合いは全然おりません。

しかし、3人の娘たちは幼稚園と小学

生でしたので、家内にはその関係で現

在でも七尾市や能登半島に沢山の知り

合いが居るのに、なかなか連絡も取れ

ず、やきもきしていたようです。

そんな事から報道で知り、お世話に

なった七尾市役所に早速義援金を送っ

たようです。七尾市の担当職員からお

礼の電話があったと言っていましたの

で、相当送ったのでしょうね！？

小生の方は、亀井君や加藤君、山嶋君

のメールにて、状況を確認させていた

だいておりましたので、甚大な被害は

兎も角、身体的にはご無事で何よりと

安堵させていただいておりました。 

機会が有ったら、皆さんを元気づけて

上げてください！

ではまた、ヨロシク！

 

●今回の義援金の計画、ご苦労様です。

少ないですが貴君の指定口座に送金い

たしました。

輪島市に開業しているクリニックは壊

滅的で、患者数は激減状態とのこと

でした。今後は二人とも70代となり、

今後に廃業も選択肢の一つと言ってい

ました。四十住先生のことは情報なく

気になっていました。

以上、よろしくお願いします。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 │ 緊 急 特 集 │
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●こんにちは、お久しぶりです。お手紙

届き、四十住さんと舩木さんの被災と

閉院の状況を知って、先程振り込んで

来ました。

同級生として早速行動してくださった

亀井先生、北山先生に感謝いたします。

取りまとめて届けるのもお手数と思い

ますが、よろしくお願いいたします。

同級生の皆さまにはよろしくお伝えく

ださい。

●能登半島地震が起きた時、すぐに現地

で働いてる同級生はどうしてるのか心

配しましたが、具体的な行動を取るこ

とができずに、やきもきしてました。

四十住君、舩木君が被害にあい、開業を

止めざるをえなくなったと知り、誠に

お気の毒としか言いようがありません。

些少でありますが、本日貴君宛に送金

させていただきました。

頑張るようにお伝えください。よろし

くお願いします。

●細川君　柴崎君　澤田君が、リタイア

しました。

こちらは、良い後継者が見つかるまで

現役続行予定です。明日振り込みます。

世話をかけますが、よろしくお願いし

ます。明日は我が身我が身と思ってい

ます。

●本日、振り込んだよー

みんな、年いって、大変だ。

●ご無沙汰しています。お手紙受け取り

ました。ご連絡ありがとう。

四十住君のことは、心配していた所で

す。電話をしてみましたが、通じませ

んでした。本日、お見舞いを振り込み

ましたので、ご確認ください。

僕の方も、昨年春に身体を壊して今、

閉院の準備をしているところです。

お元気で、ご活躍してください。

●色々と手配をしてくれてありがとうご

ざいます。

義援金の振り込み手続きをしました。

明日口座に振り込みがあると思います。

●連絡いただきありがとうございます。

早速、振り込みました。

●ご苦労様です。

輪島市、珠洲市、思っていた以上に被

害が大きいことを改めて認識しました。

本日、僅かですが　振り込みさせてい

ただきました。

　　　　

●お世話役ありがとうございます。些少

ですが振り込みました。

よろしくお願い致します。

●義援金のお声がけ多謝です。些少です

が、振り込ませていただきました。

フレーフレー四十住！

フレーフレー舩木！

北山くんにもよろしくお伝えいただけ

れば幸いです。

　

●亀井君、北山君には今回のことで大変

お世話になっています。

両君の健康を祈るしか出来ませんが、

四十住君、舩木君への義援金を本日振

込みました。

取り敢えず報告します。今後ともよろ

しくお願いします。

●お知らせいただきありがとうございま

した。義援金、少額ながら振り込ませ

ていただきました。

お二人は閉院せざるを得ない状況なの

ですね。頑張って地域に貢献されて来

ただけに、お辛いでしょうね。

せめてお身体はご健勝で、今後もお過

ごしされることを願うばかりです。

四十住、舩木両先生によろしくお伝え

ください。

●本日振り込みました。

今後も支援していきましょう。

●お疲れ様です。

ご指定の口座に心ばかりの義援金を振

り込みました。ご笑納ください。

              

●いつも大変お世話になりありがとうご

ざいます。

本日、四十住くんと舩木くんへの義援

金を振込みさせていただきました。

いろいろお世話をおかけしていますが、

ありがとうございます。

これからも、よろしくお願いいたします。

四十住くんと舩木くんへも、くれぐれも

体に気を付けるようにお伝えください。

●亀井先生、北山先生

ご苦労さまでした。

閉院は寂しいけれど、仕方ないですね。

（私も亀井君のように、体が続く限りク

リニックを続けたいと思っています。）

振り返ると、私たちは良い時代を生き

てきましたね。これからの国民皆保険

による医療はどうなるか分かりません。

厚労省の役人により、私たち医師が右

往左往するのも悔しいです。

私の息子も整形外科医になりましたが、

クリニックを継承させるか否か迷って

います。早速、義援金を送らせていた

だきます。

よろしくお願いします。

●もうすぐ退職ですが、半日仕事で元気

にしています。
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卒 業 生 に 贈 る 言 葉

卒業生の皆さん、金沢大学医学類のご

卒業、誠におめでとうございます。心

よりお祝い申し上げます。これから研

修医としての新しい生活がスタートしま

す。今までの医学生としての勉強は医師

になるための準備であり、これからが医

師としての実地の勉強です。卒業生全員

が同じスタート台に立ったと言えましょ

う。「継続は力なり」という言葉がありま

す。何事も諦めずに続けることが重要で、

自分の人生をかけたライフワークとなる

仕事が1つでも残せたら素晴らしいこと

です。

私は1984年に金沢大学医学部医学科

を卒業しました。皆さんの先輩として、

自分の経験から、皆さんが今後どのよう

に勉強したらよいか、私の最後の贈る言

葉を述べたいと思います。

最初の10年間が重要である

学生時代に、「最初の10年は大事だか

ら死にものぐるいで頑張れ」とある内科

の教官に言われました。また、入局した

眼科学教室の医局長からは、「最初の6

年で一生の臨床力が決まる」とも言われ

ました。これは本当だと実感しています。

若い時に実地臨床の基礎力を身につけれ

ば、後はそれに上乗せで行けます。それ

には人の嫌がることを進んですることで

す。私は急患手術にはできる限り参加す

るようにしました。手術日は外回りでも

何でもいいので、とにかく手術室で手術

を見ながら雑用をしました。入院患者も

進んで受け持ち、主治医として最高10

名は持ちましたが、へとへとでした。

同僚、先輩、後輩の症例でも
勉強する

これは私のオーベンの先生から教わり

ました。また、旧第2内科教授であった

竹田名誉教授も講義の時に述べられまし

た。自分1人の経験できる症例は限られ

ています。人の症例で勉強するのです。

それにはいい方法があります。当直の時

や、時間の空いた時に、病棟の全症例の

カルテを読み込むのです。眼科病棟に

は40人の患者さんがいましたので、週

1回は全員のカルテを読みました。する

と治療経過、検査所見など、診断から治

療、管理まで手に取るようにわかります

し、週1回の教授回診が楽しくなりまし

た。

英会話の勉強は大切、
留学につなげる

私は学生時代に金大城内キャンパスの

ESS(English Speaking Society)に所

属したものの、途中で挫折して、英会話

は苦手でした。ところが、入局した眼科

の教授は日系米国人かと思うほど英語が

堪能で、舌を巻きました。それに奮起し

て英会話を一生懸命勉強して、米国オレ

ゴン州ポートランドに留学しました。世

界の人々とコミュニケーションをとるの

は楽しいですし、若いうちから英会話を

勉強して、世界に羽ばたいて欲しいと思

います。

師との出会いは人生を変える

私の人生を一変させたのは、一生の師

と仰ぐ眼科教授との出会いでした。15

年間にわたり師事して緑内障を学び、自

分のライフワークとしました。眼科研修

医2年目で出会い、人生の目標、研究の

面白さ、生きる上での指針を与えられた

気がします。皆さんはこれからさまざま

な職場で働くことになりますが、自ら尊

敬できる師となるべき先生を求めて欲し

いと思います。

最後になりますが、私の所属する眼科

学教室の前任の教授であり、元金沢大学

附属病院長でもあった河﨑一夫名誉教授

の言葉を卒業生の皆さまに贈りたいと思

います。師曰く、「心の真の平安をもた

らすのは、富でも名声でも地位でもなく、

人のため世のために役立つ何事かを成し

遂げたと思える時なのだ」。これを目指

して頑張って、一流の医師になってくだ

さい。

前医学類長、金沢大学名誉教授

杉山　和久

自 分 の 実 体 験 か ら 卒 業 生 に 贈 る 最 後 の 言 葉
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就 任 挨 拶

令和6年4月1日付けで、附属病院・同

窓会・大学基金担当理事・副学長に任命

されました。同時に、新しく設立された

能登里山里海未来創造センターのセン

ター長にも就任しました。任期中はこれ

らの業務を中心に、和田学長の理念であ

る“志”の下に研究に強い、世界に発信

する大学を作るべく金沢大学の新しい未

来のために誠心誠意力を尽くしたいと希

望しています。十全同窓会の皆さまには

これまで同様、暖かい励ましとご指導を

賜りますようお願いします。

私は令和元年に金沢大学医薬保健研究

域医学系小児科主任教授を定年退職。そ

の後5年間、それまで兼任していました

医療安全管理部長職を専従として継続し

ました。医療安全管理部長としての10

年間、複数の大学病院での相次ぐ重大な

医療事故を受けて、特定機能病院におけ

る医療安全のあり方について大きな変革

がなされました。これに対応し病院臨床

倫理委員会の設立、倫理コンサルティン

グチームの結成、高難度新規医療技術等

管理部門の設置など院内体制を整備する

ことに追われ、あっという間に時間が過

ぎていきました。さらに、2020年の新

型コロナウイルスパンデミックの発生で

は、大学病院としての重症患者受け入れ

対応、COVSATの結成に関わり、石川

県医療調整本部では県内医療機関の入院

調整、検査機能の強化、クラスター対策

のための司令塔機能の整備が課題となり

ました。

今年1月1日に発生した能登半島地震

では、総合大学としての金沢大学の役割

が問われました。金沢大学としては、発

災直後のDMAT派遣やDMAT受け入れ

拠点の設置、JMATの能登地域１次避難

所への派遣などの医療支援が開始されま

した。さらに、こころのケア専門チーム

「KEYPAT」が立ち上げられ、被災された

方々を心理面からサポートする取り組み

が始まりました。また、被災中学生・高

校生の教育支援、ボランティアによる被

災地支援などの多角的な支援活動も進め

られています。KUDは文理医融合の合

同研究チームとして早期より被災地に入

り、現状把握を行うと同時に、復興対策

に役立つ情報発信を続けています。

このように今できる支援について総力

を結集すると同時に、10年後、20年後

を見据えた、次世代を担う若者・子供た

ちのために中長期的な復興の姿を学術的

に構築して提案することが、被災地にあ

る大学の大きな責任となります。そのよ

うな金沢大学としての関わりを統括する

目的で、1月末に能登里海里山未来創造

センターの設置が決まりました。これは、

金沢大学が被災地である能登半島や石川

県だけでなく、災害多発国であり少子高

齢化の国である日本の今後を見据え、半

島防災と新しい過疎地の未来について、

世界にも視野を向けて発信するための研

究拠点となることを明らかにしたもの

です。

新年度からは、いよいよ医師の働き方

改革に対応するさまざまな取り組みが注

目を浴びることになります。最後の砦と

しての高度先進医療の実践のみでなく、

質の高い教育・研究を行うことが求めら

れているのが附属病院です。それぞれの

仕事の質を低下させることなく、限られ

たエフォートをどのように配分するかに

ついて、タスクシフトやDXの導入、多

職種連携の強化など多様な、そして新し

い取り組みが行われる必要があります。

十全同窓会をはじめ、金沢大学同窓会

組織はこのような金沢大学のさまざまな

取り組みを支え、その方向性を示す羅針

盤のような役割を果たしてくださると感

じています。金沢大学は現在ここに学ぶ

学生や働く職員・教員・研究者、キャン

パスに立ちならぶ建物、研究室だけで成

り立つものではありません。長い歴史と

伝統が金沢大学を形作っています。同窓

会の皆さまの熱い思いが金沢大学の活力

を支えています。それは寄せられる多く

の寄付にも反映されていると思います。

ここに学び、研究する若い人々の輝かし

い未来のために尊い寄附が活かされるよ

う、同窓会・大学基金担当としても工夫

と努力を重ねたいと考えています。

理事としての仕事に戸惑うことも多い

毎日ですが、できる限りの力を尽くして

金沢大学に貢献する所存です。どうぞよ

ろしくお願いします。

谷内江昭宏　博士
（昭和54年卒業）

金沢大学の新しい未来と
能登の創造的復興のために

金 沢 大 学 理 事 に 就 任
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このたび、令和6年4月1日付けで、

和田隆志学長から副学長（研究力強化、

大学基金、同窓会）の指名をいただきま

した。前年度まで医薬保健学総合研究科

長を2年間務めさせていただきましたが、

任期初年度に大きな外傷を受けたため長

期間十分に活動できない状態になってし

まい、大学、関連学会、そして十全同窓

会の皆さまにご迷惑をおかけすることと

なってしまいました。この間、多くの

方々に助けていただきましたことを、こ

の場をお借りし御礼申し上げます。

私に与えられた用務の第一は、上記の

ごとく研究力強化です。大学全体に関わ

るものですが、十全同窓会会報の記事で

すので、宝町に関わることとして記載さ

せていただきます。

医学系の皆さんは総じて感じておられ

るかもしれませんが、近年、研究におけ

る医学系の力が弱くなっているようです。

脳科学、消化器科学、循環器科学等々で、

大型予算を獲得され、当該分野を牽引す

る成果を上げておられる教員が少なから

ずおられることは事実です。一方で、医

学系全体として見ると、研究費獲得、成

果発信とも、低下しているようです。少

数の突出した研究があればよいではない

かという考えもあるかもしれませんが、

大きなテーマに到達するには、そこに至

る経験が必須です。通常勤務に忙しく、

働き方改革を実践しなければならない時

代では、研究にまで時間を割くことはで

きないよ、とおっしゃる方もおられるで

しょう。しかし、若い頃から思考する経

験がなければ、大きな構想を練ることは

できないでしょう。大学に在籍する方も、

診療施設に在籍する方も、若者たちと議

論する時間を持っていただきたいと思い

ます。

さて、本年度より、“地域中核・特色あ

る研究大学強化促進事業（J-PEAKS）”と

いう文部科学省の事業が始まりました。

本学は北陸先端科学技術大学院大学との

連携による提案大学として、全国の12

大学として選出されました。研究力の発

展、研究大学群の形成、研究活動の国際

展開、社会実装の加速・レベルアップの

実現、などがキーワードで、本学として

考える戦略は、①国際頭脳循環や研究支

援体制の充実による国際化の加速、②確

信的な融合研究の創出と卓越領域拡充機

能の強化、としています。10年後には、

「世界トップレベル研究拠点プログラム」

（WPI）への結実を目指しています。そ

のためには、各講座の単独活動ではなく、

系・域を超えて、文理医融合として大学

が一体となったテーマでの活動が必須で

す。皆さんが本挨拶文をご覧になられる

タイミングにおいて、その方向性決定の

議論が山場を迎えていることと考えます。

文理医融合での取り組みですので、全て

の講座の研究を何らかの形で紐付けるこ

とが可能でしょう。自分には関係のない

ことであるとせず、この事業をきっかけ

として、自身の分野で新たな仕掛けづく

りもできるであろうとお考えください。

同窓会担当に関しては、全学での用務

内容について十分に説明していただいて

いない段階ですので、ここでは十全同窓

会に限って記載させていただきます。皆

さんご存じのごとく、近年、新規卒業生

の方々の同窓会加入が著しく悪化してい

ます。昨今の若者がよく口にする、“ど

んなメリットがあるんですか？”という

のが理由の一つのようです。失礼を承知

で敢えて書かせていただくと、多くの学

生が、母校を国家試験対策予備校として

とらえているのではなかろうかと感じま

す。一方で、古い卒業生の立場として考

えると、若い人たちを引きつける試みを

長年してこなかった同窓会側に原因があ

るとも感じます。短期間で変革すること

は困難ではあるものの、これを思考する

時期に来ているのは間違いありません。

私は2014年より、同窓会会報編集委員

長の任に就いていましたが、現在はその

任から降り、本年中頃から同窓会の別用

務の任に就くこととして指示をいただい

ています。同窓会会報は、編集委員の

方々のお力で、体裁を大きく変更するこ

とができました。同窓会のあり方そのも

のも、学生の声を含めた若い方々の発想

で変革すべき段階にあると考えます。

十全同窓会の皆さまのお力を拝借する

ことが、これまで以上に多々あるかと存

じます。皆さまのご支援を頂戴できます

よう、何とぞよろしくお願い申し上げます。

絹谷　清剛　博士
（昭和61年卒業）

系・域を超えて
研究力強化へ

金 沢 大 学 副 学 長 に 就 任

地域中核・特色ある
研究大学強化促進事業

（J-PEAKS）

就 任 挨 拶
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医学系神経解剖学の堀でございます。

これまで大学院医薬保健学総合研究科長

を6年間、医薬保健研究域長・学域長を

2年間務めさせていただきました。この

度、さらに2年間、医薬保健研究域長・

学域長を務めさせていただくこととなり、

大変光栄に存じますとともに、改めて身

の引き締まる思いであります。この場を

お借りして、今後の医薬保健研究域・学

域の方向性などについて述べさせていた

だきます。

まず、研究面については、和田学長の

下、人生100歳時代におけるwell-be-

ing実現に向け、基礎・臨床融合研究、

異分野融合研究、実証研究を推進してま

いります。域内研究センターである「AI

ホスピタル・マクロシグナルダイナミッ

クス研究開発センター」および「サピエン

ス進化医学研究センター」の強化に加え、

特に附属病院との連携により、臨床の

ニーズ・シーズを基礎研究へ、また、基

礎研究の成果をイノベーションにつなげ

る、研究の好循環構築を目指しており

ます。昨年度に2回行いました附属病院、

医薬保健研究域、理工研究域の合同シン

ポジウムは、互いを知り合う良い機会と

なり、今後、この循環を加速化するため

の重要な場になるのではないかと期待し

ております。ぜひ、他の研究域、セン

ターも巻き込む形で、発展させていきた

いと考えております。

教育面については、新たに設置された

「医療人材教育研究センター」を核とし、

高度専門医療人材育成に向けた学域、附

属病院、研究科の連携強化、コア・カリ

キュラムのみにとらわれない新たな融合

的教育の推進を目指してまいります。例

えば医学類におけるメディカルリサー

チトレーニング(MRT)プログラムでは、

学士課程における継続的な研究活動を選

択科目として認定し、個々の学生のレベ

ルに合わせた多様な教育を可能にしてい

ます。今後もこのような取り組みを発展

させ、他の分野にも広げていきたいと考

えております。また、2021年に設置さ

れた医薬科学類においては、今年度、初

めて卒業生を送り出す予定です。同学類

では、広い視野と高い研究実践力をもつ

医学・薬学研究者を育成する為、早期か

らラボローテーションおよび研究室配属

を実施しております。今後、MRTとも

協働し、学士課程から大学院にシームレ

スにつながる融合的教育を目指してまい

ります。

国際交流については、コロナ渦で培っ

たオンライン交流も活用し、これまで以

上に積極的に展開していきたいと考えて

おります。昨年度、本学が採択された文

科省事業「大学の世界展開力強化事業」で

は米国の主要大学との間で、所謂COIL

型教育（オンラインを活用した国際的な

双方向の教育）を推進する予定です。対

面での学生交流とオンライン交流をうま

く使い分けることにより、より効果的な

教育効果が得られると考えております。

最後になりましたが、本年1月1日に

発生いたしました能登半島地震におきま

しては、多くの方が被災されました。被

災されたすべての方に心からお見舞い申

し上げます。医薬保健研究域・学域とい

たしましては、大学に設置された「能登

里山里海未来創造センター」の下で、附

属病院とも協力し、能登の方々に寄り添

い、能登の医療、疾患予防、健康増進に

貢献する取り組みを行っていきたいと考

えております。

私はこれまで、特に部局内外の連携、

迅速な情報共有を意識して業務にあたら

せていただきました。今後も人のつなが

りを大切にし、医薬保健研究域長・学域

長の業務に精一杯取り組ませていただき

たいと考えております。十全同窓会の諸

先生方におかれましては、何とぞご指導、

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

堀　　　修　博士
（特別会員）

臨床のニーズ・シーズと
基礎研究を連動させ、
研究の好循環を目指す

金 沢 大 学 医 薬 保 健 研 究 域 長 ・ 学 域 長 に 再 任
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就 任 挨 拶

令和6年4月1日付で、大学院先進予防

医学研究科長に再任いただきました。ご

存じのように、金沢大学、千葉大学、長

崎大学により編成される先進予防医学共

同専攻（医学博士課程）をもつ大学院とし

て設置されました本研究科は、平成28

年4月の開設から8年が経過いたしまし

た。3期目の2年間を務めさせていただ

きますことになりましたが、「地域と世

界に開かれた教育重視の研究大学」とい

う本学の基本理念や、本学のビジョン、

構想、方向性に沿った研究科運営を行っ

ていく所存です。とりわけ、昨年度採択

されました「地域中核・特色ある研究大

学強化促進事業（J-PEAKS）」や、令和６

年能登半島地震後に設置されました能登

里山里海未来創造センターの活動等、本

学独自の取り組みに対してこれまで以上

に積極的に関わるよう努めてまいります。

研究科の研究面では、本学の先進予防

医学研究センターを中心に行われてきま

した予防法確立のための基礎的研究や、

個別化予防を実践するための研究を引き

続き重視し、さらに発展させるとともに、

国際的な異分野融合研究を一層推進し、

先進予防医学にかかる特色ある研究拠点

の形成を目指します。また、新たな重点

領域として、研究成果の社会実装や産業

展開にかかる研究に注力いたします。医

薬保健研究域・学域、医薬保健学総合研

究科、附属病院等と連携して、研究成果

の社会実装・産業展開に向けた産官学金

連携の強化を図るとともに、先進予防医

学にかかる寄附講座や共同研究講座を多

角的に設置・運営することを目指してい

きたいと思います。得られた研究成果は、

研究科における大学院教育に還元し、予

防医学教育の一層の充実と高度化につな

げていきます。

教育面では、各構成大学の特長を活か

した3大学共同教育課程のさらなる質的

向上を図り、0次予防から3次予防まで

を包括した個別化予防を実践できる優れ

た人材の育成・輩出を継続して行って

まいります。また、構成3大学による修

了生ネットワークを構築し、先進予防医

学にかかる人材の確保や、課程修了後の

キャリアパス等への活用を図っていきた

いと思います。学内においては、医薬保

健総合研究科と協同し、複数の医学博士

二重学位取得プログラムを設置し、多様

な人材を確保するとともに、国際的な視

野を持つグローバル人材・予防医学研究

人材の育成を目指します。また、国費外

国人留学生優先配置特別プログラム等を

活用し外国人留学生を積極的に受け入れ、

課程修了後、母国と日本との懸け橋と

なって個別化予防を推進できる人材の育

成に努めます。加えて、本学の博士研究

人材支援・研究力強化戦略プロジェクト

〈ハカセプラス〉等の活動を通じて、異分

野横断型の融合教育による先導的な博士

人材の輩出にも貢献していきたいと思い

ます。

十全同窓会の諸先生方におかれまして

は、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜

りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。

田嶋　　敦　博士
（特別会員）

研究成果を教育に還元し
予防医学教育の高度化に
つなげたい

金 沢 大 学 大 学 院 先 進 予 防 医 学 研 究 科 長 に 再 任
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十全同窓会の皆さまにおかれましては

益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より大変お世話になり改めて深く感

謝申し上げます。1月の能登半島地震で

はご親族や診療などに多大な被害や影響

を受けられた先生方も多くいらっしゃる

かと存じます。衷心よりお見舞い申し上

げますとともに、一日も早く平穏な日々

が戻りますことを心よりお祈り申し上げ

ます。

2024年4月より大学院医薬保健学総

合研究科の研究科長を拝命致しました

ので一言ご挨拶申し上げます。私は卒

業後4年間、脳神経内科で臨床研修をさ

せていただき、その後は脳神経系の基

礎研究を行ってまいりました。2013年

に教授を拝命して以来、2014年度から

4年間は医学系の副系長（学生支援担当）、

2018年度から6年間は副系長（研究担

当）を、また2022年度から2年間は学長

補佐（研究力強化担当）を務めさせていた

だきました。これらの経験を生かし医薬

保健学総合研究科の発展に貢献させてい

ただきたいと存じます。

和田隆志学長の金沢大学未来ビジョン

「志」の柱の一つが「独創的な世界トップ

レベルの研究展開による世界的研究拠点

の形成」です。私は医薬保健学総合研究

科の発展こそが金沢大学の研究力強化に

不可欠と考えております。医薬保健学総

合研究科では臨床医学系、基礎医学系、

薬学系および保健学系が協力して、医学

の諸問題に対して様々な角度から世界最

先端の研究が行われています。今後さら

に研究力を強化するためには個々の教室

の発展はもちろんのこと、教室や研究域

の枠組みを越えた異分野融合研究の促進、

産官学金および地域の連携強化、研究成

果の社会還元による地域社会の健康増進

と医療向上への貢献が重要になると思い

ます。これらを促進するために研究技術

の支援体制の確立、最先端研究機器など

研究環境の整備、大型研究費の獲得など

を医薬保健学総合研究科として支援して

まいりたいと考えております。

研究や開発には多くの失敗を乗り越え

る必要があり、また成果が出るまでには

時間もかかります。しかしそれらを乗り

越えて、自分の力で何かを発見できたと

きの喜びは代えがたいものがあります。

また私が大学院生時代に国際学会でポス

ター発表をさせていただいた際のことで

すが、メキシコの研究者がポスターを見

に来てくれて「論文の内容は面白かった」

と言ってくれました。論文を通じて世界

各地の研究者とつながっていることがと

てもうれしかったことを憶えております。

研究の面白さ、すなわちワクワクする気

持ちを知ることにより、研究に対する姿

勢が変わり積極的になった若手研究者や

大学院生をこれまでに多く見てきまし

た。ぜひ若い皆さんには研究の面白さ

を知っていただければと思います。

金沢大学では「国立大学改革・研究基

盤強化推進補助金」や「地域中核・特色あ

る研究大学強化促進事業」などに次々に

採択され、研究力強化に向けて勢いが出

てきています。超然プロジェクトや先魁

プロジェクトなどの学内の大型グラント

も利用することができます。異分野融合

研究を推進するために医薬保健研究域に

はサピエンス進化医学研究センターが新

設され、また研究成果を社会実装やス

タートアップ企業創出につなげるため

に未来知実証センターが設立されまし

た。さらに社会実装が近くなれば、金沢

大学全額出資のベンチャーキャピタル

「ビジョンインキュベイト」を利用するこ

ともできます。大学院生には「金沢大学

博士研究人材支援・研究力強化戦略プロ

ジェクト」で給付型奨学金の手厚い経済

的支援が行われており、外国人留学生に

対しても「国費外国人留学生の優先配置

を行う特別プログラム」による経済支援

があります。このような金沢大学の素晴

らしい研究環境をぜひ生かしていきたい

と考えております。

医薬保健学総合研究科は金沢大学の中

心部局の一つとして、金沢大学の研究力

強化に貢献することが期待されており、

そのためには十全同窓会の皆さまのご支

援が不可欠です。医薬保健学総合研究科

の発展のために、皆さまのご指導とご鞭

撻を賜りますよう何とぞよろしくお願い

申し上げますとともに、十全同窓会の皆

さまのご健康とご多幸をお祈り申し上げ

ます。

河﨑　洋志　博士
（特別会員）

金沢大学の研究力強化に貢献

金 沢 大 学 医 薬 保 健 学 総 合 研 究 科 長 に 就 任
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就 任 挨 拶

令和6年4月1日付で、医学系長・医学

類長を拝命致しました山本靖彦でござい

ます。まずは、令和6年1月1日に発生

しました能登半島地震により犠牲となら

れた方々に深く哀悼の意を表し、被災者

ならびに関係の皆さまに心よりお見舞い

を申し上げます。医学系・医学類におき

ましても、被災地である石川県にありま

す金沢大学の中心的存在として、震災後

の復旧復興にご協力致したいと思ってお

ります。

私は、平成4年に本学医学部を卒業後

直ちに内科学第一教室（小林健一教授）に

入局し、内分泌・代謝・糖尿病を臨床の

専門科としました。平成9年からは、基

礎医学研究者に転身し、東北大学医学部

医化学第一教室（岡本宏教授）で研鑽を積

みました。平成12年からは、金沢大学

に戻り、生化学第二教室のちの血管分子

生物学教室（山本博教授）で助手・助教・

講師として教育・研究活動に従事しまし

た。平成18年からの約3年間は、ハー

バード大学医学部ジョスリン糖尿病セン

ター（Shoelson教授）に留学し、海外

の地から日本・金沢を見つめ直す好機に

恵まれました。帰国後は、再び血管分子

生物学教室（山本博教授）で、講師・准教

授として薫陶を受け、平成27年からは

血管分子生物学教室の教授として教室運

営を行っております。平成30年からは、

医学系副系長（教務担当）・医学類教育

委員長（和田隆志医学系長・医学類長～

杉山和久医学系長・医学類長）としまし

て、コロナ禍を含め6年間にわたり貴重

な経験を積ませていただき、その間にも、

令和2年から学長補佐として、国際担当、

入試・学生募集・高大院接続・大学院改

革担当の管理運営業務について大学本部

で学ぶ機会に恵まれました。これまでの

経験を活かし、医学系・医学類の管理運

営に貢献したいと思います。

大学は現在、我が国の成長と未来のた

めに、急激な大学改革の渦中にあり、そ

して、医学分野では未来の医療を見据え

た医学教育改革が待ったなしで進んでい

ます。医学系・医学類におきましても、

入学者選抜、卒前・卒後教育、大学院教

育、キャリア形成支援、生涯学習などの

多方面において、時代に取り残されるこ

となく、社会からの要望に応えていきま

す。研究・社会貢献におきましても、独

創的な世界トップレベルの研究拠点形成

に向け研究の活性化をさらに進め、グ

ローバルに活躍できる次世代若手研究医

の養成にも力を注ぎます。学びやすい働

きやすい環境の整備、ダイバーシティ環

境の向上、業務の効率化・質的向上にも

繋げて、地域医療を担う人材とともに世

界の医療を牽引する高度医療人材や研究

医の育成も引き続き行っていきます。

金沢大学医学系・医学類の更なる発展

のためには、日本でも屈指の長い歴史を

有する医学校としての歴史と伝統を重ん

じ、自己点検と改善・改革を不退転の覚

悟で行っていくことが必要です。十全同

窓会会員の先生方をはじめとする多くの

ステークホルダーの皆さま方、学生や教

職員の皆さま方とともに情報交換や交流

をしながら、そして、ご意見やご協力を

頂きながら高みを目指していきたいと思

います。

十全同窓会の先生方におかれましては、

今後ともより一層のご指導ご鞭撻を賜り

ますよう、何とぞよろしくお願い申し上

げます。

山本　靖彦　博士
（平成4年卒業）

輝く金沢大学医学系・医学類の
未来を見据えて

金 沢 大 学 医 学 系 長 ・ 医 学 類 長 に 就 任
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この度、2024年4月1日から金沢大学

附属病院長を拝命しました。私は1986

年に金沢大学医学部を卒業し、耳鼻咽喉

科学教室に進み、故梅田良三名誉教授、

古川仭名誉教授の薫陶を受け、2010年

に本教室の教授に就任しました。その後、

教室名は私の専門とする頭頸部癌、頭頸

部外科を含む形で耳鼻咽喉科・頭頸部外

科額教室となり現在に至っています。教

授に就任して間もなく卒後臨床研修セン

ター長として長きにわたり医師臨床研修

から専門医制度に携わってまいりました。

それとオーバーラップする形で2014年

から10年間、附属病院副病院長として、

総務、臨床教育、人事担当の任に当たり

ました。蒲田敏文前病院長の謦咳に接す

る場所からその見事なリーダーシップを

学ばせていただきました。今度は私が先

生の衣鉢を継いで、教職員が明るく元気

に活躍し、患者さんに安心安全な高度医

療を提供・開発とともに、学生・研修

医・専攻医が将来働きたいと思える金沢

大学附属病院づくりを目標に舵取り、そ

して旗振り役を全力を尽くして務めさせ

ていただきます。

ご存知の通り、今年の1月1日の震災

後は、病院スタッフはもとより、基礎系

の先生方の協力を得て、災害対応にあた

りながらも通常の高度な医療の提供を続

けることができました。今後も中長期的

な視点に立って主として医療の分野で復

旧復興支援にあたりたいと思います。

附属病院ではこの3月に第2中央診

療棟が稼働を始めました。特に、術中

MRI、2方向血管造影が可能なハイブ

リッド手術室、ロボット対応を念頭にお

いた手術室、感染症患者の手術を念頭に

置いた手術室、など、高度で先鋭的な外

科系診療、研究が可能となりました。あ

とはなんといってもそれを担う各種ス

タッフの育成です。これからどの業種も

人手不足の深刻化が危惧されています。

処遇面でとても十分と言えない上に働き

方改革の波がやってきて、現在の医師臨

床研修制度施行に端を発した大学病院離

れが加速することが懸念されています。

大学病院単体でなく金沢大学関連病院群

として医学生時代からの臨床教育を通し

て、金沢大学医学生が少しでも多く、北

陸の地で研修を受け、金沢大学の講座に

魅力を感じて在籍してくれるように、大

きな仕組みを考えて運用してゆく必要が

あることを、どうか十全同窓会の皆さま

にもご理解いただき、お知恵とお力をお

貸しいただけますようにお願いしまして、

就任のご挨拶とさせていただきます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

吉崎　智一　博士
（昭和61年卒業）

医療分野での復旧復興支援と
高度医療を担うスタッフ育成

金 沢 大 学 副 学 長 に 就 任
金 沢 大 学 附 属 病 院 長 に 就 任
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就 任 挨 拶

令和5年8月1日に金沢大学医薬保健

研究域医学系国際感染症制御学の教授を

拝命いたしました。十全同窓会の会員の

皆さまに御挨拶を申し上げます。

国際感染症制御学講座は、ウイルス感

染症および寄生虫感染症の各制御学講座

を統合した基礎系の新講座になります。

ウイルス学講座は1999年の市村宏教授

の赴任に伴い創設され、また、寄生虫学

講座は1974年に創設後、吉村裕之、近

藤力王至、井関基弘の各教授が主宰され、

2005年からは私が教室主任を務めてま

いりました。2021年4月、市村教授の

退官に伴い本講座が創設され、このたび

正式に不肖私が教授を拝命したという経

緯になります。

以上のように本講座は独立した2研究

領域による統合講座となります。この特

徴を活かしまして、各領域の独自研究を

追求すると同時に両領域の専門性を持ち

寄った協力研究を推進し、効果的な国際

感染症対策の構築に貢献してまいります。

また、両分野とも途上国における感染

症の分子疫学を専門としてきたことから、

国際協力の面で幅広い研究ネットワーク

を構築してきました。現在も、インドネ

シア人、中国人、マダガスカル人の医

師・検査技師が当講座に在籍しており、

日本人学生と肩を並べ研究を遂行してい

ます。当教室における若手研究者の協力

関係が生涯にわたる国際研究協力の礎と

なり次世代に継承されていくことを期待

しています。

当教室は、また、日本全国から寄せら

れる寄生虫検査を担当しております。寄

生虫感染が疑われる症例等がありました

ら、お気軽にお声かけください。今後と

も、どうぞよろしくお願いいたします。

所　　正治　博士
（特別会員）

効果的な国際感染症コントロールを
分野横断的に目指す

金 沢 大 学 医 薬 保 健 研 究 域 医 学 系
国 際 感 染 症 制 御 学 教 授 に 就 任

令和6年3月1日付で、金沢大学医薬

保健研究域保健学系医療科学領域量子医

療技術学講座の教授を拝命いたしました。

放射線科の松井修名誉教授、蒲田敏文名

誉教授、小林聡教授をはじめ、ご指導い

ただきました皆さまにこの場をお借りし

て厚くお礼申し上げます。

私は平成14年に金沢大学医学部を卒

業し、同年に松井修教授が主宰される金

沢大学の放射線科教室に入局いたしまし

た。入局後は金沢大学附属病院および関

連病院にて臨床経験を積み、放射線診断

専門医として画像診断と画像下治療に長

年携わってまいりました。

大学院では形態機能病理学の中沼安

二教授のもとで研究する機会をいただ

き、「多段階発癌における肝細胞癌の流

出静脈の変化と動脈造影下CT所見との

対比」の論文で学位を取得いたしました。

平成20年に肝特異性MRI造影剤Gd-

EOB-DTPAが日本で発売されたことが

契機となり、この造影剤を輸送する肝細

胞膜トランスポーターに関する研究を開

始いたしました。その後も放射線科、病

理学教室、消化器内科、肝胆膵外科の先

生方のご指導のもと、肝細胞癌の悪性度

や予後の予測、治療効果予測に有用な画

像バイオマーカーに関する研究を継続し

てまいりました。

今後はこれまでの臨床経験を活かして

診療放射線技師を目指す学生の育成に取

り組んでいくとともに、医学系・保健学

系を問わずさまざまな専門分野の先生方

と協力し合いながら新たな研究分野に挑

戦していきたいと考えております。微力

ではございますが、教育、研究、診療と

様々なかたちでこれからの放射線診療の

発展のために力を尽くす所存です。金沢

大学十全同窓会の先生方におかれまして

は、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよ

う何とぞよろしくお願い申し上げます。

北尾　　梓　博士
（平成14年卒業）

教育、研究、診療を通して
これからの放射線診療に貢献

金 沢 大 学 医 薬 保 健 研 究 域 保 健 学 系
医 療 科 学 領 域 量 子 医 療 技 術 学 講 座 教 授 に 就 任
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令和6年4月1日付けで、福井大学医

学部腎臓病態内科学分野教授を拝命いた

しました。十全同窓会の皆さまに謹んで

御挨拶申し上げます。私は平成15年に

本学を卒業後、旧第一内科に入局し、金

子周一先生、岩田恭宜先生をはじめ多く

の先生のご指導のもと金沢大学附属病院

および関連病院で研修をさせていただき

ました。そこで学んだ全人的な医療の実

践は、私の診療の基礎となっています。

この経験は私の医師としての土台であり、

先生方のご指導の賜物と深く感謝してお

ります。

研究では腎疾患の臨床疫学を中心に

行ってきました。糖尿病性腎症のリスク

因子評価やSGLT2阻害薬の有効性評価

など、国内外の研究者と協力し多くの研

究を行ってきました。博士号を取得後に

は、豪州ジョージ国際保健研究所へ留学

する機会を二度いただき、最先端の臨床

疫学を学ぶことができました。現在は機

械学習を活用した個別化医療研究の開発

と実証研究に取り組んでおります。これ

らの研究を通じて、腎疾患の予防と治療

に少しでも貢献できればと考えておりま

す。研究および臨床のご指導をいただき

ました和田隆志先生に深く感謝申し上げ

ます。

福井大学医学部腎臓病態内科学講座と

いう伝統ある講座でお仕事をさせていた

だけることを、大変光栄に存じておりま

す。諸先輩からの教えを大切にし、腎臓

内科学の未来を切り拓き、患者さんの

健やかな生活に貢献することを目標に、

日々精進してまいります。また、次世代

を担う医療人の育成として学生教育、卒

後臨床研修をはじめ、人材育成にも積極

的に取り組んでまいります。十全同窓会

の先生方におかれましては、今後ともご

指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろし

くお願い申し上げます。

遠山　直志　博士
（平成15年卒業）

腎臓内科学の未来を
切り拓く

福 井 大 学 医 学 部 腎 臓 病 態 内 科 学 分 野 教 授 に 就 任

令和6(2024)年1月1日付けで金沢医

科大学血液免疫学の臨床教授を拝命しま

した。

私は、昭和62（1987）年に金沢大学

医学部を卒業し、4月より竹田亮祐教授

が主宰する金沢大学第二内科に入局しま

した。その後、紺井一郎先生がチーフの

第3研究室で腎疾患の診療に従事しなが

ら、その中のリウマチ膠原病グループの

一員として研鑽を積んでまいりました。

リウマチ膠原病の中では、特にシェー

グレン症候群を専門として臨床研究を

行い、抗セントロメア抗体陽性原発性

シェーグレン症候群という疾患概念を確

立しました。また、シェーグレン症候群

の臨床を行う中で、多くのミクリッツ病

の患者さんに出会い、日本から世界に向

けて、新しい全身疾患であるIgG4関連

疾患の疾患概念の確立に寄与することが

できました。平成19(2007)年より日本

のIgG4関連疾患研究会を主催させてい

ただき、令和元(2019)年に研究会が日

本IgG4関連疾患学会に昇格後は初代理

事長を拝命しており、令和5年度からは

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患

政策研究事業）IgG4関連疾患研究班代

表者も務めております。

金沢医科大学では、私の得意とするリ

ウマチ・膠原病内科の臨床を北陸で発展

させるために、北陸で初のリウマチ・膠

原病センターを設立したいと考えており

ます。リウマチ・膠原病センターでは、

患者会とのネットワークの構築や、能登

地区との密接な病診連携、チーム医療を

効率よく行うための円滑なシステムの確

立、リウマチ・膠原病診療をになう専門

医の育成を通じて、世界最先端のリウマ

チ診療を北陸で実践する予定です。

金沢大学十全同窓会の先生方におかれま

しては、引き続きご指導、ご鞭撻を賜ります

よう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

川野　充弘　博士
（昭和62年卒業）

世界最先端のリウマチ診療を
北陸で実践したい

金 沢 医 科 大 学 血 液 免 疫 学 臨 床 教 授 に 就 任
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退 職 の ご 挨 拶

この度、2002年12月から21年間4カ

月の長きにわたり務めさせていただきま

した金沢大学眼科学教室教授を退任する

ことになりました。十全同窓会の諸先生

方、眼科学教室員、眼科学教室同門の先

生方、そして大学関係者の皆さまには、

心より感謝しております。長年ご支援・ご

指導いただき、ありがとうございました。

思い起こせば、金沢大学を1984年に

卒業後に故郷の岐阜に戻り、研修医から

助教授まで18年半を過ごし、当時岐阜

大学眼科教授であった恩師北澤克明先生

との出会いから、緑内障を専門としまし

た。その間2年間のアメリカ留学、1年

間の関連病院勤務を除いては15年間の

大学勤務でした。

金沢大学眼科に教授として赴任してか

らは、多くの教室の先生方の助けを得て、

無事教授職を全うすることができました。

時に困難に直面することもありましたが、

自分が赴任時、最初に描いたイメージ通

りの教室づくり、専門外来の運営、病診

連携、臨床研究、基礎研究などができた

のではないかと、安堵しております。未

だ力不足で足りなかった点については、

基礎医学教室との連携、関連病院の拡充、

教育システムの充実、海外の大学との連

携（留学）など多々ありますが、次期教授

に期待するとともに、私自身も退任後も

何らかのかたちで応援できたらと思い

ます。

最後の4年間はコロナとの闘いもあり

ましたが、医学系長・医学類長として、

医学部の管理・運営の業務に忙殺されて、

教室運営、学会活動、眼科学の仕事が不

十分であったと猛省しております。定年

後はゆっくり過ごすというよりも、自身

の学会活動や緑内障専門の眼科医の仕事

を継続したいと思っております。緑内障

診療・研究での社会への貢献が認められ

て北國文化賞を戴いたこともあり、第2

の人生は緑内障にかかわる仕事で社会に

貢献したいという思いを強く持ちました。

皆さまのお蔭をもちまして、Happy 

Retirementを迎えることができました。

私自身の実体験から、人生には死ぬほど

つらいこともありますが、その困難を乗

り越えてこそ幸せが来るというのが、私

の信念です。「人間万事塞翁が馬」が私の

人生訓であります。今まで通り、人との

出会いを大切にし、ポジティブ思考で行

くつもりです。今後は眼科学教室の発展、

金沢大学医学系と附属病院のさらなる飛

躍を外から見守りたいと思います。十全

同窓会の皆さまには長い間、お世話にな

りありがとうございました。

金沢大学医薬保健研究域医学系
眼科学

杉山　和久

皆 さ ま へ の 感 謝 　 そ し て 　 H a p p y  R e t i r e m e n t
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この度令和6年3月31日をもって金沢

大学を定年退職しましたことを謹んでご

挨拶申し上げます。また十全同窓会の皆

さまには10年9カ月の在任期間中に大

変お世話になりましたことを心より御礼

申し上げます。

私は昭和58年3月に京都大学を卒業後、

基幹病院での臨床研修を経て母校で産婦

人科医として臨床、研究、および教育活

動に従事しておりましたが、ご縁あって

平成25年6月に故井上正樹名誉教授の

後任として金沢大学教授（医学系産科婦

人科学分野）に就任いたしました。しば

らく教授不在の期間が続いたこともあっ

て着任当時は人手不足が深刻化しており、

臨床および研究の何れの部門も運営を根

本から立て直す必要がございました。し

かしながら幸いなことに皆さまのご協力

もあり徐々に入局者が増え、大学病院で

の臨床や研究の体制が整備されてまいり

ました。

一方で、石川県の産婦人科医療では指

導者層にあたる中堅医師の県外流出によ

る空洞化が進んできており、関連病院で

の指導体制の脆弱化が大きな問題となっ

ておりました。この課題の克服には臨床

と研究ともに優れた意欲のある中堅医師

の存在が必要となりますが、その人材育

成にはかなりの期間を有するため、私の

在任期間中には問題の解決は完遂できま

せんでした。道半ばにして次の教授へ託

すこととなりましたが、この2年の間に

医局長や病棟医長などの経験者が、石川

県立中央病院、公立松任石川中央病院、

小松市民病院および浅ノ川総合病院など

の基幹病院へ赴任する流れが実現しまし

た。今後は新しい教授のもとで石川県内

の関連病院との連携が推進されるものと

期待しております。十全同窓会の皆さま

にはぜひ引き続きご支援をいただけます

ようよろしくお願い申し上げます。

十全同窓会の皆さまとの最も印象深い

思い出は、学生時代の京都大学でのオー

ケストラ活動のご縁でメディカルオーケ

ストラ金沢に誘っていただき皆さまと演

奏をご一緒できたことです。昨年11月

には私が金沢で主催した第68回日本生

殖医学会学術集会の懇親会でも友情出演

いただきました。十全同窓会の皆さまに

は楽団の練習場や大型楽器の保管に関し

ても過分なご配慮を賜っておりますこと

をあらためて感謝申し上げます。

十全同窓会が、文化の香り高き金沢の

地において、これからも人材育成を含め

て益々ご発展されますことを心より祈念

いたしております。

金沢大学医薬保健研究域医学系
産科婦人科学

藤原　　浩
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日時／令和6年3月8日（金）
場所／十全講堂

杉山和久教授と藤原浩教授の退職記念

講演会が、令和6年3月8日（金曜日）15

時から十全講堂にて開催されました。今

回は医学系長の杉山教授が講演されるた

め、医薬保健研究域長の堀が司会をさせ

ていただきました。久しぶりの完全な対

面開催でしたが、多くの方に参加してい

ただき感謝しております。

最初の講演者である杉山教授は昭和

59年3月に金沢大学医学部医学科を卒

業し、岐阜大学（医学部眼科学教室）助手、

講師、助教授を経て、平成14年12月に

金沢大学教授（医学系眼科学分野）に就任

されました。その後21年余にわたって、

眼科学の教育、緑内障の研究に努められ、

また、最後の4年間は医学系長・医学類

長として、金沢大学医学系の管理運営と

医学類学生の教育の責任者として大学に

貢献されました。

学術研究面において、杉山教授はまず

「未来の理想的な緑内障診療」というビ

ジョンを掲げ、その実現に必要な臨床研

究・基礎研究に注力されました。とりわ

け、①緑内障の進行に関する研究、②視

神経乳頭・網膜の血管構築と血液微小循

環に関する研究、③眼圧日内変動のメカ

ニズムに関する研究、④緑内障のレー

ザー治療、手術の合併症の克服に関する

研究は非常に高い評価を受け、多くの学

会賞等を受賞されるとともに、令和5年

には北國文化賞も受賞されました。教育

面においても、医学類での緑内障、社会

生活論、医師国家試験対策等の講義、診

療参加型学生実習、インターンシップの

指導などに加え、研修医、若手医師に対

する外来・入院患者の診察、緑内障手術

の指導、大学院生、若手医師の研究指導

にも尽力されました。管理・運営面では、

医学系長として将来の医学系のあり方

を議論し、将来像を見据えた基礎系講座

の統合と再編、内科部門の臓器別診療の

再々編、そして感染症科学・臨床検査医

学分野と先鋭科学融合研究分野の新設を

先導されました。また、令和2年3月から

のコロナ感染症蔓延による医学類のオン

ライン授業、オンライン実習の実施、令和

4年1月に審査合格した医学教育分野別

評価（国際認証）にも大変寄与されました。

講演会では、これまでの研究内容など

退 職 記 念 講 演 会
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を中心として「未来のより良い緑内障診

療を目指して─研究の面白さに感動し夢

を追った反省の軌跡─」というタイトル

で講演されました。臨床の現場で発生す

る問題点について基礎研究、特に形態学

の手法を用いて解明し、その成果を再び

臨床に応用する姿勢が鮮明に伝わってき

ました。今後は臨床の現場でまさに「理

想的な緑内障診療」を実践すると述べら

れておりました。

次の講演者である藤原浩教授は昭和

58年3月に京都大学医学部を卒業され、

京都大学医学部附属病院、彦根市立病院、

洛和会音羽病院、日赤和歌山医療セン

ターでの勤務を経て、平成元年に京都大

学医学部附属病院に着任、以後、産婦人

科医として臨床研修を積まれました。こ

の間、生殖内分泌学と生殖免疫学を専門

分野として研究を続けられ、平成25年

6月に金沢大学教授（医学系産科婦人科

学分野）に就任されました。教授就任後

は、内分泌学および免疫学の両側面から

生殖医学と周産期学の新規知見を次々に

見出され、それらを婦人科学腫瘍にも応

用してこられました。教育面において

は、医学類での講義、実習に加えて多く

の大学院生の学位論文を指導され、並行

して周産期専門医を10名育成されまし

た。さらに婦人科悪性疾患に対する腹腔

鏡手術を導入し、婦人科専門医4名と生

殖医療専門医2名を育成されました。ま

た、診療面では周産母子センター長とし

て石川県の周産期医療を支えるととも

に、令和4年には附属病院内にプレコン

セプションケアセンターを創設し、合併

症妊婦に対して予防面も含めた各診療科

を横断する集約的な治療の実践を可能と

されました。地域医療に関しても、平

成26年から石川県産婦人科

学会の会長として同県の産

婦人科医療水準の向上に貢

献されました。さらに令和5

年9月には石川県医療計画推

進委員会の小児・周産期医療対策部会長

に就任され、県内の周産期医療の課題を

俯瞰的に検討して種々の意見を取りまと

め、その解決に尽力されました。令和5

年11月には金沢で第68回の日本生殖医

学会学術集会を主催して学会と我が国の

生殖医療の発展に貢献されました。

講演会では、これまでの研究内容など

を中心として「新規の胚シグナルを求め

て ─生殖医学から腫瘍学へ─」というタ

イトルで講演されました。藤原先生の研

究に対する情熱がひしひしと伝わってく

る内容でした。今後、少し軸足を移すも

のの研究を継続されるとお聞きしており

ます。どうか大所高所からご指導をいた

だけますと幸いです。

� （堀　　　修：記）
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　第14代金沢大学医学部十全同窓会会長で

あられた佐藤保先生におかれましては、令和６

年２月13日に享年88歳でご逝去されました。

　佐藤保先生は昭和10（1935）年3月24日

に金沢市でお生まれになり、昭和35（1960）

年に金沢大学医学部を卒業されました。卒

業後すぐに小児科学教室に入局し助手とな

られ、その後、講師、助教授を務められ、

平成5（1993）年からは金沢大学附属病院に

創設された医療情報部（現附属病院経営企画

部）の初代教授に就任されました。医療情報

部では、病院情報システムの導入・運用の

高度化推進、電子カルテの導入に尽力され

ました。平成12（2000）年に金沢大学を定年

退官されてからは、石川産業保健推進セン

ター（現石川産業保健総合支援センター）所

長に就任、平成19（2007）年まで勤務されて

いました。平成17（2005）年からは石川整枝

学園（現金沢こども医療センター）小児科を

兼務、平成18（2006）年からは金沢療育園施

設長を併任されていました。

　突然の訃報のお知らせをいただいた時、金

沢大学小児科では教室の100年史の編纂が最

終段階に入り、佐藤保先生には編集された原

稿に目を通していただくところでした。金沢

大学小児科の歴史の中でその半分以上に関

わり、故谷口昂名誉教授と共に現在の教室の

礎を築き、世界に発信する教室へと発展する

大きな時代をつくってくださった佐藤保先

生です。その先生とお別れをしなければな

らないのは、とても辛く、残念なことです。

　佐藤保先生は昭和54（1979）年に私自身

が小児科医となった頃には、小児科助教授と

して金沢大学小児科の中心として教室を支

える存在となっておられました。すでに超

えることのできない偉大な先達として、圧

倒的な存在感を示しておられました。佐藤

保先生は、ダンディで一人静かに座ってタ

バコの煙を燻らす姿も格好良く、憧れの存

在でもありました。いつか先生が米国に留

学中の私たち家族の滞在先を訪ねてくださ

いました。その時にわが家の子どもたちは

佐藤保先生のことがお気に入りとなり、タ

バコを吸う先生の姿を絵に描いていたこと

を懐かしく思い出します。

　先生は若い小児科医に、小児科医とはこの

ようにあるべきだというロールモデルを示

してくださいました。先生はいつも静かで

したが、お酒が入ると熱弁をふるわれ、い

つも俯瞰的にみることの重要性、医師とし

て研究者として大切なものは何かを教えて

くださいました。私が小児科教授に就任し

た際にも、ちょうど出版されたばかりの「変

貌する日本の大学教授職」という本を貸して

いただきました。しかし先生の期待に十分

にお応えすることはなく、ついにこのよう

なお別れの時を迎えることになりました。

　金沢大学小児科が誇る、新しい疾患概念

発見の歴史の中でも、佐藤保先生の周期性

ACTH・ADH分泌過剰症の記載ほど学術的

に優れて、世に強いインパクトを与えたもの

はありません。これまでに報告されていな

い不思議な疾患について、その症状、病態を

精緻に分析され質の高い報告を行い、多く

の論文を執筆されました。さらにその治療

法の開発や疾患の啓発にも尽力されました。

これらの業績も評価されて、佐藤保先生は

平成4（1992）年10月に金沢市において第

26回日本小児内分泌学会を主催されました。

　先生の周期性ACTH・ADH分泌過剰症の

病態解明、治療法の開発に対する熱い思いは、

ご退官の際にご自身で出版された「返事のな

い手紙」に書かれています。緒言に書かれた

最初の患者さんとの出会いについての文章

は、未だ見たことのない疾患に出会った時

に我々臨床医の取るべき態度を教えてくれ

ます。また、随筆家であり科学者である柳

澤桂子さんとの往復書簡は、圧巻の熱量で、

強く心を打たれます。柳澤桂子さんのご自

宅にまで出かけられて、難病に苦しむ柳澤

さんに聴く姿勢は、真摯な臨床医の姿その

ものです。このような佐藤保先生の研究者・

医師としての活動は国際的にも知られたも

のとなり、すでにご退職されていた平成27

（2015）年に国際的な周期性嘔吐症の患者団

体（CVSA; Cyclic Vomiting Syndrome Ass

ociation）の代表が、佐藤保先生を顕彰する

ためにわざわざ金沢大学小児科を訪ねてこ

られました。

　佐藤保先生はまた、長年にわたり十全同

窓会にも大きな貢献をされました。平成8

（1996）年から平成12（2000）年までは会報

編集委員長として同窓会誌の編集に尽力され、

さらに平成18（2006）年から平成26（2014）

年までは十全同窓会会長として、金沢大学医

学部同窓会の顔としての役割も果たしてくだ

さいました。その人脈は広く、多くの人に慕

われ信頼された姿は、小児科医としてだけで

はなく、優れた臨床医としての、また人生の

先輩としての目指すべき姿でした。

　先日、佐藤保先生が令和6（2024）年1月、

病床にあって100周年記念誌のために綴ら

れていた文章がご家族より私のもとに届け

られました。その最後の部分には次のよう

な言葉が記されていました。

　「それぞれの学問の特異性と本質によっ

て三教授*の在任中、教室の発展に寄与し
た状況が分かるのである。百周年記念式に

当たり学問の特異性と各教授の人格的特性

によって今日の記念式が迎えられたことを、

本日ここに参集した方々は想いを致すべき

ではないだろうか。」

　佐藤保先生がおっしゃる通り、私たち今に

生きるものは、多くの尊敬すべき先達の生き

様に支えられており、そして私たちはそれを

数十年後の未来に活躍する後輩へと伝える

役割を与えられています。佐藤保先生の精

神は金沢大学小児科の、そして十全同窓会の

後輩の中に脈々と受け継がれていることを

信じています。これまで本当に有難うござ

いました。そしてお疲れ様でした。心より

佐藤保先生のご冥福をお祈り申し上げます。

＊佐川、中島、谷口の各教授；谷内江注

人生の先輩としての姿

佐 藤 保 教 授 を 偲 ん で � 金沢大学小児科前教授・金沢大学理事　谷内江昭宏
（ 元 十 全 同 窓 会 会 長 ）
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実 臨 床 を 目 指 し た
基 礎 研 究 、 創 薬 研 究 、
次 世 代 育 成 を 柱 に 精 進

がん進展制御研究所分子病態研究分野

後藤　典子
（平成元年卒業）

私たちは乳がん撲滅を目指し、基礎研

究からトランスレーショナルリサーチへ

繋げる架け橋となりうる研究成果を得る

ことを目標に、日々研鑽しています。現

在は助教、博士研究員、大学院生、研究

生、卒研生とさまざまなレベルの若いメ

ンバーと和気藹々と研究を行っています。

外国人学生も多いため、ラボミーティン

グは英語、日常会話やラボ内懇親会でも

英語が公用語です。

乳がんは、今や日本女性の9人に1人

が一生に一回罹患する、最も罹患数の多

いがんです。最新の治療により、乳がん

は一旦治療に反応しますが、数年後に局

所や遠隔転移として再発し予後不良とな

る症例が一定数あるため、死亡数は増加

しています。手術前に、抗がん剤による

全身治療を行う「術前全身治療」後、手術

切除した乳腺組織内にがん細胞が残存す

る症例では、再発転移しやすいことが知

られています。この再発転移を起こすが

ん細胞が、抗がん剤などの治療に対して

抵抗性を示すメカニズムは未だ不明です。

私たちは「がん幹細胞」が世界的に注

目され始めた2000年代に、乳がん幹細

胞をスフェロイド培養できることをい

ち早く見出して以来、乳腺外科の方々

の多大なるご協力を得て臨床検体のス

フェロイド、オルガノイド培養、そして

patient-derived xenograft(PDX)モ

デルの構築と収集を行ってきました。日

本人乳がんのリソースとして最も多い

200症例以上を収集しており、世界的に

も貴重なアジア人のリソースを有してい

ます。これらを用いて、乳がんのがん幹

細胞を濃縮できる細胞膜タンパク質の同

定を行なってきました。ごく最近、最新

のシングルセル解析により、がん幹細胞

集団を構成する一個一個の細胞の不均一

性を見出し、この中に潜む最も治療抵抗

性のがん幹細胞亜集団「祖先がん幹細胞」

を見つけ出すことに成功しました。この

祖先がん幹細胞は、再発転移を起こす原

因細胞として近年世界的に注目されてい

るdrug-tolerant persisters(DTPs)と

同一の細胞集団であることがわかりまし

た。さらに古くから心不全の治療に用い

られてきた強心配糖体を用いると祖先が

ん幹細胞が治療感受性に変化することを

見出しました。さらなる非臨床試験を実

施して、drug repositioningの可能性

を評価する臨床試験を実施することを目

指しています。

私たちは、葉酸代謝経路の下流にあっ

てミトコンドリア内にある酵素が担う

「ミトコンドリア１炭素代謝経路」にも注

目して研究を行っています。MTHFD2、

MTHFD1L、SHMT2という3つの主要

な酵素が存在し、細胞増殖に重要な核酸

の合成に必要な経路です。さまざまな

がんにおいて、3つのどの酵素とも発現

が上昇しており、がん細胞の活発な増

殖を支えています。つまりこの経路を

特異的に抑える低分子化合物が得られ

れば、がん細胞の増殖を特異的に止め

る、副作用のない理想的な分子標的薬と

して広く実臨床で使える可能性がありま

す。現在海外でも複数のベンチャー企業

がミトコンドリア１炭素代謝経路阻害剤

の開発にしのぎを削っています。私たち

も、MTHFD2阻害剤については国内の

メガファーマと共同開発を行なってきま

した。MTHFD1L阻害剤については自

らがAMEDの資金等を活用して阻害剤

開発を行っています。私が留学した先の

エール大学の教授は創薬ベンチャーを複

数立ち上げ、どれも成功しています。今

も共同研究を続けており、私自身も実臨

床で使用される創薬開発を大きな目標に、

日々研究を続けています。

以上、最近の研究内容をご紹介いたし

ました。今後も実臨床を目指した基礎研

究、創薬研究、そして次世代の育成を大

きな柱として、世界へと発信できる成果

が得られるよう精進する所存です。これ

からも同窓会皆さまの厚いご支援を賜り

ますよう、何とぞよろしくお願い申し上

げます。

金 沢 か ら 世 界 へ 発 信
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受 　 　 賞

2023年度
日本医療薬学学会賞受賞

崔　　吉道
（特別会員）

金沢大学附属病院薬剤部

この度、「薬物体内動態制御と薬物療

法の個別最適化を目指したリバーストラ

ンスレーショナル研究」について2023

年度日本医療薬学会賞を受賞しましたの

で謹んでご報告いたします。 

日本医療薬学会は、前身の日本病院薬

学会から35年目となる会員数約14,000

名の学会です。リバーストランスレー

ショナル研究は、臨床の課題を基礎研究

で掘り下げその成果を臨床にフィード

バックするものです。著者は1994年か

ら基礎研究面では、薬物の吸収や分布、

排泄を担う様々なSLCおよびABCトラ

ンスポーターの分子同定と組織細胞内局

在性、薬物輸送特性の解明、血液-組織

関門の薬物動態制御メカニズム解明に取

り組んできました。2009年に臨床の場

である薬剤部に異動後はMRSA感染症

例に対する腎障害時のリネゾリドの体内

動態変化に関する臨床試験等、病態や生

理機能変動が薬物体内動態に与える影響

について基礎と臨床の両面から研究を展

開してきました。最近では、経口摂取困

難な患者に施行される簡易懸濁法の中で、

レボフロキサシン錠とランソプラゾール

錠の同時懸濁時の凝集を端緒として、併

用薬剤の製剤添加物と主薬との配合変化

による吸収遅延という新規の薬物相互作

用の発見や、リトドリンによる切迫早産

治療後の新生児低血糖症発現リスク因子

の解明を出発点として、リトドリンの胎

児移行性、メタボロミクス、プロテオミ

クスの知見をもとに新生児低血糖リスク

低減を目指した研究に取り組んでいます。

今回の受賞は本院薬剤部の教職員、学

生のみならず、学内外の多くの診療科、

多職種の方々の共同研究やご支援の賜物

です。この場をお借りして心から感謝申

し上げます。

日本放射線腫瘍学会第36回学術大会
優秀教育発表奨励賞受賞

高松　繁行
（平成13年卒業）

金沢大学放射線科

この度、日本放射線腫瘍学会第36回

学術大会において、「多発肝海綿状肝血

管腫に放射線治療を行った3例の検討」

の演題にて受賞致しましたので、謹んで

ご報告申し上げます。

肝海綿状血管腫は、高頻度に遭遇する

良性病変ですが、時に多発し増大傾向を

認め、播種性血管内凝固症候群など、重

篤な症状を呈します。その場合に手術（肝

切除・肝移植）や動脈塞栓術などが検討さ

れ、他治療が困難な場合に放射線治療が

適応となります。今回の3症例では、いず

れも照射後病巣は縮小し、局所制御を得

ましたが、照射野外の一部他病巣が長期

的な経過で増大しました。一例では、初

回照射後7年後に再度の放射線治療を要

し、また初回照射22年後に放射線治療に

よる2次発がん（放射線誘発二次悪性腫

瘍）を否定できない乳がんを発症しまし

た。悪性腫瘍に対する高精度な根治的放

射線治療ばかりが、注目される昨今です

が、良性腫瘍に対する放射線治療も大事

な一つの役割であると考えています。し

かし良性疾患に対する放射線治療につい

ては長期的な予後が見込めるため、小児

がんへの放射線治療と同じく、被爆によ

る2次発がんを常に念頭に置いた治療戦

略の検討が必要であると考えます。希少疾

患ですが、最適な放射線治療の手法の開発

など臨床に役立てられるよう、今後も研究

を継続的していきたいと考えております。

最後に発表にあたり、ご指導をいただ

きました蒲田敏文名誉教授、小林聡教授

をはじめ、金沢大学放射線科・放射線治療

科の同門の先生方やスタッフの皆さま方

にこの場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。十全同窓会の先生方におかれまし

ては、今後ともご指導ご鞭撻を賜ります

よう何とぞよろしくお願い申し上げます。

日本循環器学会 Circulation 
Journal Award 2023 Clinical 
Investigation部門 優秀賞受賞

多田　隼人
（平成15年卒業）

金沢大学附属病院循環器内科

この度、日本循環器学会の学術雑誌Circu-

lation Journal に採択されました「Impact of 

High-Density Lipoprotein Function, Rather 

Than High-Density Lipoprotein Cholesterol 

Level, on Cardiovascular Disease Among Pa-

tients With Familial Hypercholesterolemia」

が、Circulation Journal Award 2023 Clinical 

Investigation部門 優秀賞に選出されましたの

でご報告申し上げます。

HDLコレステロールは「善玉」コレステロー

ルと称され、疫学的には数値が高い場合には

抗動脈硬化であるとされてきました。この知

見を基にこれまでHDLコレステロール値の

上昇作用を有する薬剤を用いて臨床試験が繰

り返されましたが、動脈硬化性疾患抑制の確

たるエビデンスは得られておりませんでした。

そもそもHDLにはコレステロール引き抜き

などの機能がありますが。このような「質」を

評価する試みが近年注目を集めるようになり、

HDLは量ではなく質が重要かもしれない、と

示唆するデータを基に今回の臨床研究を企画

いたしました。動脈硬化の「モデル疾患」とい

うべき家族性高コレステロール血症患者さん

に対してHDL機能（つまり質）を評価し動脈硬

化との関連を調査したところ、HDLコレステ

ロール（つまり量）よりもむしろコレステロー

ル引き抜き能（つまり質）が強く関連すること

が判明いたしました。本知見は、これまでの

HDLコレステロールに対する概念を大きく変

え得るものであり、また一般の方でもHDLコ

レステロール値は検診で測定しますが、質を

評価する検診は未だに皆無です。このような

評価が一般的となり、予防医療に貢献しうる

ほか、HDL機能を改善しうる薬剤の開発など

に繋がるものと期待しているところです。

本研究についてご指導いただきました高

村雅之教授ならびに金沢大学循環器内科のス

タッフ、また共同研究機関の神戸大学、シス

メックス株式会社の関係者に深謝申し上げます。
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第63回日本核医学会
リターニー奨励賞受賞

若林　大志
（平成17年卒業）

金沢大学附属病院核医学診療科

この度令和6年11月16日から18日に

かけて開催された第63回日本核医学学

術総会において日本核医学会リターニー

奨励賞を受賞致しましたので、謹んでご

報告申し上げます。

本賞は海外への留学経験があり核医学

についての研究、診療、教育分野で活躍

する若手会員に与えられます。ドイツ　

ヴュルツブルグ大学での学びと、金沢大

学での業績が認められたことを非常に光

栄と思います。

私が留学した樋口隆弘教授の研究室で

は、PETを用いた分子イメージングの手

法で候補化合物の標的細胞・分子への薬

物動態を捉え、病態を解明する研究が行

われています。私も実験に参加し、腎

臓、心臓のPET製剤に関連する論文を、

共著含め多数報告することができまし

た。帰国後の診療では131I-MIBG治療に

関連した先進医療、企業治験、医師主導

治験に携わりました。また、看護研究を

指導し、核医学治療における看護師の役

割、被曝管理に関する英文報告も行いま

した。基礎研究では心筋虚血ラットモデ

ルで、虚血後心筋にシグマ１受容体が発

現することを世界で初めて報告しました。

また、核医学の普及に向け、心臓核医学

の地域別研修会の開催や核医学治療の国

内講演、海外招待発表を積極的に行いま

した。

末筆ではございますが、決して自分一

人の力では成し遂げることはできなかっ

たものであります。今回の受賞にあたり

ご指導いただきました絹谷清剛教授はじ

め、核医学同門の先生方やスタッフの皆

さまにこの場を借りて厚く御礼申し上げ

ます。十全同窓会の先生方におかれまし

ては、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。

第63回日本核医学会学術総会
研究奨励賞受賞

廣正　　智
（平成25年卒業）

金沢大学附属病院核医学診療科

この度、第63回日本核医学会学術総

会において「難治性褐色細胞腫およびパ

ラガングリオーマにおける131I-mIBG

治療後の予後因子の検討」と題した

2022年の論文で研究奨励賞を賜りまし

たので謹んでご報告申し上げます。
131I-メタヨードベンジルグアニジン

（131I-mIBG）を用いた核医学治療は難治

性・転移性の褐色細胞腫・パラガングリ

オーマ（PPGL）に対する数少ない治療法

で、2021年に保険収載されるまで本邦で

は「医療上の必要性の高い未承認薬・適応

外薬」に該当しました。さらに本疾患の希

少性ゆえに、依然として131I-mIBG治療

後の転帰および予後因子は多くの不明な

点を残していました。そのため本研究で

は、当施設において2009年～2019年に

臨床研究として131I-mIBG療法を受けた

症例データを元に、131I-mIBG治療効果

ならびに予後因子を検討しました。結果、

治療効果判定し得た症例の最良有効評価

における奏効率は20.9%でした。また多

変量解析にて131I-mIBG治療に対する最

良有効評価が病勢進行であること、便秘

症状を有することが予後不良因子である

と示し、131I-mIBG治療が難治性PPGL

の病勢コントロールの良い選択肢である

可能性を示しました。これら研究成果と

して本賞を受賞できたことを大変光栄に

存じます。

本研究においてご指導いただきました

絹谷清剛教授、若林大志先生をはじめ、

核医学診療科教室の先生方にはこの場を

借りて厚く御礼申し上げます。十全同窓

会の先生方におかれましては、今後とも

ご指導ご鞭撻賜りますよう、何とぞよろ

しくお願い申し上げます。

第339日本小児科学会北陸地方会　
若手優秀演題賞受賞

田中　大貴
（令和元年卒業）

金沢大学附属病院小児科

　この度、令和5年12月3日に開催されまし

た第339回日本小児科学会北陸地方会で、「全

身性エリテマトーデスに血栓性血小板減少性

紫斑病を合併し、血漿交換や生物学的製剤の

組み合わせで治療した一例」について発表し、

若手優秀演題賞を受賞致しましたので、謹ん

でご報告申し上げます。

　血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）はAD-

AMTS13活性が低下することで、高分子量

von Willebrand因子重合体（UL-VWFM）が切

断されず、全身の微小血管に血小板血栓が形成

され、様々な臓器障害を来す疾患です。全身性

エリテマトーデス（SLE）では抗ADAMTS13

抗体が産生されることでADAMTS13活性が

低下し、TTPを発症することがあります。TTP

の治療には、迅速な血漿交換の導入が重要とさ

れていますが、近年ではリツキシマブやカプラ

シズマブなどの新規薬剤の有効性が知られる

ようになりました。血漿交換では、UL-VWFM

や抗ADAMTS13抗体の除去とADAMTS13

の補充が期待できます。リツキシマブでは、B

リンパ球を除去することで抗ADAMTS13抗

体を減少させます。また、カプラシズマブは

UL-VWFMの血小板吸着部位に結合すること

で、血小板血栓の形成を阻害します。

　本症例では、SLEに伴いTTPを発症しまし

たが、抗ADAMTS13抗体産生によってTTP

を発症したと考えられ、速やかな血漿交換の

導入と、リツキシマブ、カプラシズマブの投

与を組み合わせて治療を行いました。その結

果、後遺症なく退院することができ、半年以

上再発もなく経過しています。

　この経験から、TTPの急性期治療は、病態

に応じた治療を組み合わせることが重要であ

ると考えました。

　最後に、今回の受賞にあたりご指導を賜り

ました和田泰三教授、横山忠史先生をはじめ

とする小児科学教室の先生方に、この場を借

りて厚く御礼申し上げます。
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Arthroscopy Honors Award 
Winners for Excellence in  

Basic Science Research受賞

木村　光宏
（令和5年度大学院修了）

金沢大学整形外科

この度、「ウサギ半月板欠損モデルに

おいて脂肪由来幹細胞（ADSC）シート

で再生した半月板様組織の力学的特性

の評価」に関して、Arthroscopy: The 

Journal of Arthroscopic & Related 

Surgery で報告した論文が Arthrosco-

py Honors Award Winners for Excel-

lence in Basic Science Research を受

賞しましたので、謹んでご報告申し上げ

ます。

半月板は、荷重負荷の分散や膝関節の

安定性といった働きがありますが、血流

が乏しく、修復しにくい組織であり、損

傷した場合には生物学的な修復反応の促

進を得るための外的因子が必要です。我々

のグループの先行研究ではウサギの半月

板欠損モデルにADSCシートを移植す

ると、対照群と比較し、再生される半月

板組織は大きくなり、組織学的スコアも

向上することを報告してきましたが、再

生された半月板組織の力学的特性に関し

ては不明でした。本研究では再生された

半月板様組織に引張試験と圧縮試験を行

い、ADSCシート移植群が対照群と比較し、

高い弾性率と引張強度を有していたこと、

また半月板-脛骨間の接触面積や被覆率が

増加し、最大圧力が低下していたことを

明らかにしました。再生される半月板自

体かなり小さく、力学試験の報告もほと

んどなかったため、力学試験機に設置す

るための治具を一から設計・作製したり、

圧力を測定するための適切なフィルムを

探したりと、実験方法を確立するのが、非

常に困難でしたが、多くの先生方のご指導

を受けながら、最後まで遂行することがで

きました。

本研究におきまして、熱心にご指導い

ただきました土屋弘行名誉教授、中瀬順

介助教をはじめ、金沢大学整形外科同門

の先生方に熱く御礼申し上げます。また

寄稿の機会を賜りました十全同窓会の先

生方にも深く感謝申し上げます。今後と

もご指導ご鞭撻の程、何とぞよろしくお

願い申し上げます。
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水
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学
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を
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て

	

医
学
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学         	

太
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邦
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教
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慢
性
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克
服
を
目
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し
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腎
臓
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
学	

岩
田　

恭
宜　

教
授

◇
教
授
就
任
講
演
は
、
医
薬
保
健
学
総
合
研
究
科
博
士
課
程
の「U

p-to-data

セ
ミ
ナ
ー
」と
し
て
認
定

し
ま
す
。

◇
教
授
就
任
講
演
後
、
軽
食
・
お
飲
み
物
を
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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2024年3月19日から20日にかけて

開催された「第5回金沢大学子どものこ

ころサミット」は、災害時の子どものこ

ころのケアをテーマに、多様な専門家が

一堂に会し、研究成果や実践事例を共有

する場となりました。和田隆志金沢大学

学長からは、災害時の地域への貢献と復

興支援に全力を尽くす大学の姿勢が強調

されました。また、子どものこころの発

達研究センターの活動が、学術界および

地域教育に貢献することへの期待が述べ

られました。 

このサミットは、基礎医学の研究者集

会や災害と子どものこころのケアに関す

る講演、ムーンショット型研究開発制度

の進捗報告会、学校×サイエンスの新展

開に関するシンポジウムなど、多岐にわ

たるプログラムが組まれました。これら

の講演は、災害時における子どもの心の

ケアにも新たな視点を提供しました。そ

して、学校教育と科学研究の連携による

子どもたちの教育の在り方についても議

論が行われました。この議論は、科学的

エビデンスに基づく教育の実現と、地域

の学校教育と大学との良好な連携を促進

することを目指しています。 

このように、第5回金沢大学子どもの

こころサミットは、災害時の子どもの心

のケアと教育の在り方に関する多様な知

見が共有され、今後の取り組みに大きな

期待が寄せられる盛況な会となりました。

今後も、子どものこころの発達研究セン

ターは、震災後の子どものこころのケア

に関する研究と実践の発展にも貢献でき

るように、尽力してまいります。 

（第5回金沢大学子どものこころサミット

� 主催者　菊池　　充：記）

学 会 報 告 等

第 5 回 金 沢 大 学 子 ど も の こ こ ろ サ ミ ッ ト
� 会期／令和6年3月19日（火）〜20日（水）　場所／金沢大学医学図書館十全記念スタジオ
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令和5年12月末をもって第2中央診療

棟（新手術棟）の新築工事が完成いたしま

した。十全同窓会の皆さまにご報告でき

ますことは私にとっても非常に光栄なこ

とです。

新棟建設に至った経緯を簡単にご説明

いたします。私は2016年4月に金沢大

学附属病院長に就任しました。翌2017

年には入院待ち患者数が1000名に迫り、

そのうち手術待ち患者数が500名を超え

る状態が続くようになりました。手術時

間の長い腹部の悪性腫瘍では手術まで数

カ月かかることもありました。金大病院

には手術室が15室あり、1日平均28件

程度の手術を行っていましたが、需要に

供給が追いつかない状況でした。解決策

は手術室を増やすしかありませんが、空

きスペースがない状況でしたので不可能

と言われていました。

2017年7月に先進医学センターと中

央診療棟の間にスペース(駐車場)があ

ることに気づき、ここに新手術棟を建設

しようとひらめきました。そして執行部

の先生方の賛同を得て、すぐに新棟建

設計画をスタートさせることにしまし

た。大学本部の支援も頂き、2020年7

月には文科省に申請し、2020年末には

文科省の承認を得ることができました。

2020年3月頃から日本全国に新型コロ

ナ感染症が蔓延しました。建築申請がも

う半年遅れていたら、その後の附属病院

の経営状況の悪化を考えると新棟建設計

画の承認は得られなかったのではないか

と思います。建築申請がぎりぎり間に

合ったのは幸運であったとしか言いよう

がありません。

新棟の建設工事はコロナ禍の真っ只中

の2021年4月に開始されました。耐震

工事の追加やウクライナ戦争の影響によ

る建築資材の高騰があり、建設費がかな

り膨らんでしまいましたが、2023年12

月末に新棟を無事完成させることができ

ました。

第2中央診療棟は4階からなり、第一

中央診療棟とは廊下でつながっていま

す。1階は画像診断装置や事務部門が入

ります。２階は外来化学療法部門が入り、

ベットの数も増え、すでに稼働を始めま

した。3階は病理部門やがんゲノム部門

が入ります。4階は６つの手術室が新設

され、合計で20室となりました。3Tの

MRI装置を手術室に配備し、脳神経外

科の手術中にMRI撮影が可能となります。

また、３台のロボット手術装置（ダ・ビ

ンチ2台、ヒノトリ1台）も導入しました。

第2中央診療棟の新手術室は3月18日

(月)より運用を開始しました。私は3月

末をもって附属病院長を退任いたします

が、新棟が金沢大学附属病院の診療、研

究、教育の発展に大きく貢献してくれる

ものと期待しております。

�（金沢大学附属病院長　蒲田　敏文：記）

金 沢 大 学 附 属 病 院 第 2 中 央 診 療 棟 竣 工

第2中央診療棟の外観

3T術中MRI装置

ロボット手術装置

32 � v o l . 1 8 7（ 2024／ 5）



2024年2月3日と4日の2日間にわ

たって実施されました第118回医師国

家試験の合格者が、2024年3月15日に

厚生労働省から発表されました。金沢大

学医学類の合格状況も含めて報告いたし

ます。

全国の受験者数は10,336名で、その

うち合格者は9,547名、合格率は92.4%

（新卒者95.4%、既卒者58.9%）でした。

金沢大学医学類では総数として138名

が受験し、126名が合格で合格率91.3%

（新卒者96.7%、既卒者52.9%）と、全国

平均の92.4％を少し下回りました。今回

は既卒の受験者が17名おり、うち9名

は合格、8名が不合格であったというこ

とが影響していると考えています。こ

こ数年間の新卒者の合格率の推移は、

96.7%（2017年度）、96.2%（2018年度）、

94.2%（2019年度）、95.5%（2020年度）、

91.0%（2021年度）、90.2%（2022年度）

であり、今回は96.7%（2023年度）と回

復し改善いたしました。

医学類教育委員会と医学教育研究セン

ターでは、引き続き医学教育カリキュラ

ム改革とともに、学修支援対策を講じ、

新卒者の100％合格を目指していきます。

医学類学生支援委員会、教育委員会、

医学教育研究センター、チューター教員、

学生課学務係の教職員、そして、医学類

医王保護者会がともに情報を共有しなが

ら、低学年から高学年まで、学生へのき

め細かいサポートを行っていきます。今

後も医学類では、次代を担う医師・医学

研究者の育成を進めてまいります。

� （杉山　和久：記）

医 師 国 家 試 験 結 果

第118回医師国家試験結果　※（　）内は第117回結果

受験者 合格者 不合格者 合格率 全国平均

令和6年3月…
卒業者

121名…
（122名）

117名…
（110名）

4名
96.7%…

（90.2%）
95.4%…

（94.9%）

令和5年3月…
以前の卒業者

17名…
（13名）

9名…
（9名）

8名
52.9%…

（69.2%）
58.9%…

（55.2%）

合　計
138名…

（135名）
126名…

（119名）
12名

91.3%…
（88.1%）

92.4%…
（91.6%）

連絡先の変更・ご異動の際は、
金沢大学医学部十全同窓会会員情報変更サイトをご活用ください

URL　https://juzen-ob.w3.kanazawa-u.ac.jp/member

ご不明な点は下記事務局へご連絡ください。

TEL：076-265-2132
Email：juzen-ob@med.kanazawa-u.ac.jp

会員情報変更はこちら

33vo l . 1 8 7（ 2024／ 5）



病 院 紹 介

当院の歩み

公立羽咋病院は、いわゆる口能登、羽

咋市に立地する羽咋市・志賀町・宝達志

水町の1市2町からなる広域圏組合立の

病院です。令和6年1月1日の能登半島

地震では震度5強の揺れに襲われ、漏水

等の被害がありましたが、診療機能は維

持でき、被害患者さんの受け入れ等災害

医療に取り組みました。昭和9年9月に

伝染病予防組合としてスタ－ト、昭和

44年1月から現在地に新築移転し現在

に至っています。

当院の現状

当院は、14科（内科・循環器科・小児

科・外科・整形外科・脳神経外科・皮膚

科・泌尿器科・形成外科・産婦人科・眼

科・耳鼻咽喉科・放射線科・リハビリテー

ション科）を標榜する3病棟、174床、看

護単位10：1の病院で、地域密着型病院

として1病棟は地域包括ケア病棟として

運用しています。医療サービス推進室を

設けており地域との接点として活動して

います。病院理念は「人にやさしく、信

頼される病院」で、基本方針として1）納

得できる医療、2）地域に必要な医療、3）

安全で良質な医療の提供を掲げています。

2004年から日本医療機能評価機構の

認定病院で現在も継続しています。通常

診療として、心臓カテーテル検査・治療、

消化管内視鏡診断・治療、血液透析、脊

椎内視鏡手術、白内障手術等を数多く実

施しています。生活習慣病の予防活動、

リハビリと栄養、地域の歯科医との医科

歯科連携にも取り組んでいます。さらに、

救急医療・災害医療にも積極的に取り組

んでおり、救急搬送数は年間950台で、

羽咋市救急の70％近くをカバーしてい

ます。また、中越地震、2007年の能登

半島地震、東日本大震災には早期から医

療班が出動しました。コロナ禍において

も、武漢からの引揚者対応にDMATを

派遣し、地域の感染患者さんの受け入れ

にも早くから取り組みました。今回の地

震では、災害対策本部を立ち上げ、当日

は3人の心肺停止例を含め30人を超す

骨折等の患者さんに対応し、富来病院か

ら計20名近くの患者さんの受け入れも

行いました。

また、研究活動・業務改善活動も活発

に行われており、令和3年に日本看護協

会会長賞を「タスクシフト・多職種連携

部門」で受賞しています。病院経営も順

調に推移しており、令和5年度で29年

間連続黒字経営を達成しました。令和３

年9月には健全経営・コロナ対応等で総

務大臣表彰を受けています。

今後の課題

当地区においても高齢化と人口減少が

問題で、羽咋市の人口減少率は年間5％、

高齢化率は40％となっています。特に

年少人口（0-14歳）、生産年齢人口（15-

64歳）の減少が目立っており、今後の医

療人材確保に懸念があります。

常勤医師は17名ですが高齢化が課題

です。救急医療対応にも問題が発生して

います。外来応援等も含め、金沢大学、

金沢医科大学からの派遣に頼っています

が先行きは明るくありません。医療制度

改革が必要と痛感しています。

先行きに懸念はありますが、「我々は

利潤ではなく、理念を追求する組織」「や

るべき医療、やれる医療、やりたい医療

のすべてをみんなで協力して実行」との

信念の下、地域の安全・安心のために、

しっかり医療を提供していきます。

�（病院事業管理者　鵜浦　雅志：記）

概 要 沿 革
公立羽咋病院

所在地	 石川県羽咋市的場町松崎24

病院事業管理者	 鵜浦　雅志

病床数	 174床

診療科数	 14

昭和 9 年9月	 伝染病予防組合設立
昭和42年3月	 公立羽咋病院に改称
昭和44年1月	 現在地へ新築移転
平成23年4月	 公営企業法全部適用
平成26年8月	 地域包括ケア病棟運用開始
令和元年6月	 全国自治体病院協議会表彰
令和 3 年9月	 総務大臣表彰

羽 咋 病 院
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ご挨拶

　十全同窓会の会員の皆さま、この度福井赤十
字病院の紹介を差し上げる機会を頂戴いたしま
した。まず厚くお礼を申し上げます。
　私は、昭和60（1985）年金沢大学卒業の小松
和人、専門は泌尿器科です。平成17（2005）年
4月に金沢大学附属病院講師から当院部長とし
て赴任いたしました。平成27（2015）年4月に
副院長、令和5（2023）年4月に当院８代目の
院長に就任いたしました。これまで７代の院長
は全て京都大学の出身でしたが、今般初めて金
沢大学出身の院長が誕生したことになります。

当院の歩み

　前身は県立医学校の附属病院であったところ
大正７（1918）年附属病院の日本赤十字社への
移管が決定し、当院は大正14（1925）年4月に、
日本赤十字社福井支部病院としてスタートしま
した。診療科は５科、職員数69人での診療開
始であったようです。昭和18（1943）年に福井
赤十字病院と改称し、現在許可病床529床、標
榜診療科25科、職員数は1,100名を超える陣
容にまで至りました。医師数もフルタイム勤務
者は150名を超えるまでになりました。

当院の現状・今後の課題

　診療機能の面では急性期医療の分野において
最先端の高度な診療を担うことと理解していま
す。連携機関からの紹介例、ロボット支援手
術に代表される高度な外科治療症例、24時間
/365日体制で対応可能な新鮮脳梗塞に対する
血管内治療等の救急疾患、難治性疾患、診断が
困難な疾患、緻密な緩和ケアが必要な症例等が

診療の中心になります。したがって、比較的状
態の落ち着いた慢性的な症例については積極的
に地域の医療機関に逆紹介をしています。
　経営面では、新興感染症、少子高齢化、働き
方改革、地域医療構想等に代表されるようにさ
まざまな懸案事項が山積しており、医療界の視
界は不透明で、手探りの病院運営が続くものと
覚悟しております。行政、大学、周辺の医療機関、
地域との密接な協力関係の構築を目指します。
　最大の課題は、何をおいても経営を左右する
医師をはじめとする人材の確保です。院長に就
任以来、金沢大学にも何度となくご相談を申し
上げております。医師だけでなく、看護師、薬
剤師（福井県には薬学部がありません。）等の獲
得にも常時大変な苦労を感じております。

金沢大学・周辺の病院との関連について

　福井赤十字病院といいますと、なんとなく歴
史的に京都大学との縁が深いとのイメージをお
持ちでは無いでしょうか？
　先にも述べたように当院の在籍医師は150名
を超えておりますが関連医局としては京都大
学（代謝内科、神経内科、脳神経外科、呼吸器内
科、呼吸器外科、外科、整形外科、形成外科、眼
科、放射線科、リハビリテーション科）および福
井大学（血液内科、呼吸器内科、消化器内科、外科、
循環器内科、小児科、産婦人科、皮膚科、腎臓・
泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科、
救急部、総合診療科、健診部、病理診断科）関連
の医師が多くを占め、金沢大学関連では10名
余りが、腎臓・泌尿器科、放射線科、外科に所
属しています。京都大学、福井大学関連で各々
40％、それ以外が20％というのが現状です。
　時々尋ねられるのですが、出身大学、出身医局、

診療科ごとの壁というようなものは感じたこと
はありません。病院幹部でいえば、院長の私が金
沢大学出身、3人の副院長は京都大学2名、福井
大学1名の布陣です。また例えば外科を例に挙
げると、1つの診療科の中に京都大学、福井大学、
金沢大学の３つの大学医局出身者がおります。
私自身は泌尿器科医としてこれまで大変自

由にさせてもらいました。院長として、病院の
良き伝統である自由で和やかな雰囲気を尊重し
てまいります。良い雰囲気の病院にしか人は集
まらないだろうと固く信じています。
金沢大学以外には京都大学、福井大学、金

沢医科大学（麻酔科）との連携は常に心がけて
おりますし、福井県立病院や福井県済生会病
院（いずれも金沢大学関連の大きな基幹病院で
す。）等に代表される近隣の病院との連携は大変
活発です。病院単独で診療が完結する時代は過
ぎました。周辺の医療機関、施設との連携を密
にして地域全体で医療が完結されるよう、微力
ながら尽力いたします。

十全同窓会へのお願い

初期研修、専門医取得のための後期研修、
高度な技術の習得、故郷に帰る等々背景はさま
ざまですが、将来を担う医師が当院で活躍し
ていただけることを切望しております。令和6
（2024）年3月の新幹線延伸で、福井と金沢、東
京は大変近くなりました。金沢大学ご出身、金
沢大学関連医局ご出身者の先生方、当院は大歓
迎ですのでいつでもお声掛けください。お待ち
しております。
最後になりますが十全同窓会のますますの

ご発展をお祈りし、稿を終えます。
� （院長　小松　和人：記）

概 要 沿 革
日本赤十字社　福井赤十字病院

所在地	 福井県福井市月見二丁目4番1号

病院長	 小松　和人

病床数	 529床

	 （一般520床　結核5床　感染4床）

診療科	 25科

大正14年4月	 日本赤十字社福井支部病院として現在地に開院。内科、
外科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、138床、薬剤科、
事務科、救護員養成部、職員数69人

	 併せて救護看護婦養成開始
昭和18年6月	 福井赤十字病院と改称
昭和47年1月	 人工腎臓室（透析室）を設置
平成16年3月	 新本館竣工、電子カルテ導入
平成27年2月	 先進中央棟竣工
平成27年4月	 緩和ケア病棟開設
令和 7 年4月	 開院100周年を迎える予定

日 本 赤 十 字 社
福 井 赤 十 字 病 院
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研究

免疫学分野では、細胞が放出するナノ

レベルの微粒子である「エクソソーム」の

研究に取り組んでいます。エクソソーム

は、脂質二重膜に包まれた細胞外小胞

で、放出細胞由来のタンパク質、脂質、

RNAなどの分子を含んでおり、これら

を介して細胞同士の情報交換を担う新た

な情報伝達媒体として注目されています。

私たちはこれまで、エクソソームの生成

や他の細胞への受け渡しを制御する分子

を同定してきました。これを手掛かりに、

免疫制御、がん進展、神経変性などにお

けるエクソソームの機能に関して、新た

な知見を多数得ています。

さらに、エクソソームに含まれる分子

は、健常細胞と疾患細胞とで構成が異な

ることが示されています。この特性を活

かし、血液や尿中のエクソソームの解析

を通じて、がんや認知症など各種疾患の

早期診断法の確立が期待されています。

私たちは、エクソソームを用いた診断技

術の開発にも取り組んでおり、高純度の

エクソソームを捕捉し、高感度に検出す

る検査キットを企業と共同で開発しまし

た。この検査キットは、他の手法に比べ

て高品質のエクソソームを簡便に採取し

解析できるため、世界中の研究者に利

用が広がっております。

教育

医学類・医薬科学類において、「免疫

学」の講義と実習を担当しています。全て

英語教材を使用していますが、わかりや

すい図を多用した教科書を使い、丁寧な

説明に努めることで、学生たちは複雑な

免疫機構を理解してくれていると感じて

います。さらに、大学院教育では、卓越

大学院プログラムのコーディネーターを

務めています。金沢大学が誇るナノ解析

技術を活用して、革新的な予防・診断・

治療法の開発を担う「技術に強いナノ精

密医学プロフェッショナル」と「医学に強

いナノ精密理工学プロフェッショナル」

の育成に力を注いでいます。また、研究

室には、医学類・医薬科学類だけではな

く、理工や融合学域からも学類生が積極

的に参加し、研究に取り組んでいます。

今後の展望

エクソソームは、さまざまな機能分子

を運ぶ天然のデリバリーシステムであり、

その活用による創薬開発が世界的に加速

しています。昨年、私たちはレギュラト

リーサイエンスの専門家と協力し、医薬

品医療機器総合機構（PMDA）を通じて

ガイドラインを公表するなど、その実現

に向けた体制整備を早急に進めています。

遺伝子改変技術により機能を付加したエ

クソソームを用いて、「がん細胞のみを

特異的に攻撃する細胞傷害性T細胞」や

「自己免疫疾患のみを特異的に抑制する

制御性T細胞」などを体内に効率的に誘

導する新規免疫制御法の開発に取り組ん

でいます。現在、国内企業数社と協力し

て、高機能・高品質なエクソソーム製剤

の実現化を目指しています。がんや感染

症、自己免疫疾患、アレルギーなど種々

の疾患に対する効果的かつ副作用の少な

い日本発のエクソソーム創薬を実現する

ために、最大限の努力を継続してゆく所

存です。十全同窓会の諸先生方には、今

後ともご指導・ご鞭撻を賜りますよう、

何とぞよろしくお願い申し上げます。

� （華山　力成：記）

教 室 だ よ り

免 疫 学

スタッフ 研 究 分 野 の 沿 革
教　授	 華山　力成
准教授	 山野　友義
	 平安　恒幸（先進予防医学研究センター）
助　教	 河原　裕憲
特任助教	 吉田　孟史（ナノ生命科学研究所）
	 呂　　夏氷（ナノ生命科学研究所）
	 ボリドン・ディリラバ（ナノ生命科学研究所）

2015年6月、分野再編により免疫学分野が新設され、大
阪大学免疫学フロンティア研究センターの独立准教授で
あった華山力成が初代教授に就任しました。同時に、先
進予防医学研究センターの免疫・マイクロバイオーム部
門も担当しています。2017年には、世界トップレベル研
究拠点（WPI）として発足したナノ生命科学研究所への異
動により、医学系との併任となり、現在に至っています。

ナノ生命科学研究所

医学系・先進予防医学研究センター

技術補佐員	 4名
博士課程学生	 10名
修士課程学生	 1名
学類生	 10名
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はじめに

金沢大学整形外科では教室の方針とし

て、大学病院、各診療科、関連病院勤務

医師、開業医師、基礎研究室、医療ス

タッフ、医学生など、気軽に情報交換が

できる風通しの良い教室運営に取り組ん

でおります。

診療

整形外科は大きく7つのグループがあ

り、最先端の整形外科医療を提供してい

きたいと思います。現在当科で行ってい

る代表的な疾患、治療をご紹介します。

脊椎腫瘍、脊柱変形、脊柱靱帯骨化

症：当院では脊椎腫瘍を全切除する手術

を世界に先駆けて開発し、その治療経験

と成績は国内トップクラスとなっていま

す。また、側弯変形に伴う痛みや神経障

害に対して、小児から高齢者まで幅広く

治療を行っています。

骨悪性腫瘍の患肢温存手術：仮骨延長

術を用いた悪性骨腫瘍再建術、液体窒素

処理骨を用いた悪性骨腫瘍再建術などの

画期的でオリジナリティの高い治療を

行っています。

コンピューター・ロボット支援手術：コ

ンピューター支援下の手術加療を行って

います。コンピューター技術による情報を

加えることにより、治療全体の正確さと精

密さの向上を目指しています。またロボッ

トによる人工関節手術も導入しています。

スポーツ傷害の治療と予防：幅広い選

手のスポーツ傷害の治療と予防を行って

います。先端的な技術を用いて、早期競

技復帰およびスポーツ傷害の再発防止に

取り組んでいます。

手の外科・マイクロサージャリー：微細

な血管や神経などの組織に対する愛護的

な操作を行うため、拡大鏡や手術用顕微鏡

を用いて手術を行っています。腫瘍や外

傷に伴う軟部組織欠損に対する組織再建

術についても積極的に取り組んでいます。

足の外科：外反母趾、変形性足関節症

などの足部疾患に対して、最適・最新の

治療を行っています。

教育

医学類教育では金沢大学憲章である“地

域と世界に開かれた教育重視の研究大学”

を基本に、学生自身が「自ら学び自ら育む」

ことができる教育環境を構築し、金沢大

学で学んだことを誇りに思えるよう教育

したいと考えています。サブスペシャリ

ティーローテーション期間中には、ベッ

ドサイドでの患者診察や手術参加に加え、

英語カンファレンスを通じて英語医学教

育も積極的に行っております。また卒後

教育では、人格を備えた倫理観の高い医

師の養成、基礎的・臨床的な知識と技術

を習得できる指導、研究に対してリサー

チマインドを常に持ちつづけ、創造性と

国際性を兼ね備えた医療人の育成に取り

組んでおります。整形外科は守備範囲の

広い領域を扱っているため、各領域のス

ペシャリストを育てると同時に、基幹施設

とも連携しながら整形外科としての基本

となる四肢・脊椎外傷や高齢者の変性疾

患等にしっかりと対応できるバランスの

取れた整形外科医師を多く育てることで、

過疎地域も含む北陸全域の外傷・救急医

療の担い手を育成に取り組んでおります。

研究

高いレベルでの研究を実践するため、

学内基礎教室や国内多施設との共同研究

は必須であり、オールジャパンとして世

界に発信できる研究に取り組んでおりま

す。現在取り組んでいるテーマとしては、

骨に対する液体窒素処理および凍結免疫

に関する研究、高圧処理骨に関する基礎

研究、医工連携による脊椎、四肢骨に関

する力学解析、骨軟部腫瘍・がん転移の

骨転移に対する新規治療法の開発、脂肪

由来幹細胞を用いた、骨・神経・軟骨な

ど、運動器の再生医療、骨癒合促進法の

開発、抗菌インプラントの開発に関連し

た基礎研究に取り組んでいます。

おわりに

北陸の整形外科医療の発展のため、教

室員一同、診療・教育・研究を精力的に

取り組んでまいります。今後とも十全同

窓会の先生方からのご指導ご鞭撻を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

� （出村　　諭：記）

整 形 外 科 学

スタッフ 研 究 分 野 の 沿 革
教　授	 出村　　諭
	 林　　克洋（保健学類理学療法学専攻）

	 多田　　薫（保健学類作業療法学専攻）

特任教授	 松原　秀憲（地域未来医療整形外科学講座）

准教授	 加畑　多文（整形外科）
	 加藤　仁志（リハビリテーション部）

講　師	 八幡　徹太郎（リハビリテーション部）

助　教	 中瀬　順介、三輪　真嗣、井上　
大輔、谷口　裕太、赤羽　美香

特任助教	 横川　文彬（地域未来医療整形外科学講座）

医　員	 23名
医学博士課程	 21名
秘　書	 6名
技術補佐員	1名

金沢大学整形外科学教室は1953（昭
和28年）年に開講し、初代高瀬武平教
授、第2代野村進教授、第3代富田勝
郎教授、第4代土屋弘行教授が就任さ
れ、整形外科学分野の発展に大きく貢
献されました。2023年に出村諭が第
5代教授に就任し、現在に至ります。
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福 島 支 部

令和5年11月22日（水）午後7時より、

令和5年度十全同窓会福島支部総会が福

島県福島市「おりおり」で開催されました。

令和時代となってから初めて、5年ぶ

りの開催となりました。元年10月12日

に福島支部総会を予定しておりましたが、

台風12号が接近しており、11日に東北

新幹線、在来線ともに12日の終日予定

運休が発表されました。そのため、前日

の11日に中止を決定しました。その後

まもなくコロナ禍となり、開催できずに

おりました。

今回は、福島県立医科大学耳鼻咽喉科

学講座教授室野重之先生（平成4年卒業）

耳鼻咽喉科学講座教授に、「頭頸部癌の

新たなリスク因子としてのHPV」という

タイトルでミニレクチャーしていただき

ました。HPVが引き起こす中咽頭癌が

日本を始め、世界で急増しています。特

徴としては男性に多く、HPVワクチン

接種が発生率の減少に有効であります。

しかしながら、日本では男子へのHPV

ワクチン接種は定期接種にはなっておら

ず、そこが課題ということです。

会務報告、懇談となりました。それぞ

れ専門科が違い、福島県は広いため、顔

を合わせるのが本当に5年ぶりというの

がほとんどで、近況報告しているだけで

時間がすぐに過ぎてしまいました。

その中で、本間達也先生から、金沢

大学前学長の山崎光悦先生が福島国際

研究教育機構(F-REI：エフレイ)の理

事長に就任された事が伝えられました。

F-REIとは、福島をはじめ東北の復興の

ために日本の科学技術力・産業競争力強

化を牽引し、特に福島の複合災害（震災

+原発事故）からの「創造的復興の中核拠

点」となることを目指し、F-REIの研究

基盤として、放射線科学（核物理学、放

射化学、放射線環境科学、核医学・創薬、

電子デバイスなど）の利活用や放射能汚

染環境の動態計測に関する研究課題を基

盤に据えながら、ロボット・ドローン技

術や次世代農林漁業及びクリーンエネル

ギーなど産業創生を牽引する最先端研究

を推進するとされています。福島第一原

発のある双葉町の隣の浪江町に建設予定

です。廃炉に向けての放射性物質の取り

出しなどの作業はこれからです。

今回の報告を早くしなければと思いな

がら年が明け、能登半島地震が起きてし

まいました。犠牲となられた方々に、謹

んでお悔やみを申し上げますとともに、

被災されました皆さまに心からお見舞い

申し上げます。大きな災害のため復興に

は長い時間がかかると思いますが、一日

も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

� （竹田　洋介：記）

支 部 だ よ り

写真　後列左から：竹田洋介（昭和60年卒業）、本間達也（平成24年大学院修了）、野澤靖美（昭
和53年卒業）

　　　前列左から：清野弘明（昭和60年卒業）、斉藤光正（昭和41年卒業）、室野重之（平成4年
卒業）
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ク ラ ス 会 　

コロナ禍が５種となり、私共昭和33年

卒業生も90歳代となるので、延期され

ていたクラス会を呼びかけることとし

た。この間物故者9名、居所不明者2名、

無回答者7名で、結局5名から出席の返

答を得た。しかし、直前に一人が体調不

良で欠席となり、金沢からの大場、北川、

富山からの品川、辻の4名、奥方に先立

たれた品川くんを除き、奥方同伴で富山

駅近くの旧名鉄ホテルでの昼食会となり、

和やかに、かつ熱く語り合うことができ

た。

原案では、旧友の加藤幸三君の祖父（京

都大学卒業、同地で開業医をされていた

幸次郎氏）が、故郷の神通川が開く富山

平野の扇の要に当たる大沢野町に、京都

の嵐山を模して大枚の私費を投じて造ら

れた寺家公園の紅葉を愛で、近くの春日

温泉で泊まるというものであったが、残

念ながら案内役を期待していた加藤君

（島田市で開業）の来富が叶わず、人数も

最小限となったのであった。

コロナ禍の少し前の本同窓会会報に私

共の数年先輩が5名でクラス会を開いた

という記事がありましたが、80歳代では

そういうもののようで、後輩諸君の参考

になればとの思いで記した次第である。

� （北川　正信：記）

9 0 歳 の 同 窓 会

33会　2023年11月7日　クラス会（ホテルグランテラス富山）
出席者：大場夫妻、品川、辻夫妻、北川夫妻

物故者（2022年以降）：荒川、伊崎、坂本、竹山、篁、寺尾、濱家、林、三木
欠席（返信者）：浅井、五十嵐、石黒、一色、小川、角家夫妻、加藤、許田、竹内、竹下、中条、

冨原、永倉、鳴河、升田、山本、湯浅、柳沢（岡部）
居所不明者：高田、古本
無返信者：７名

お知らせ

各支部における同窓生の学術的・医療的活動状況について、
寄稿をお待ちしております。

〒921-8640　金沢市宝町13-1
金沢大学医学部十全同窓会　会報編集委員会

TEL. 076-265-2132
FAX. 076-234-4208

Email  juzen@med.kanazawa-u.ac.jp
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ク ラ ス 会 　

令和5年10月28日（土曜日）。天孫会

（昭和42年医学部進学同窓会）を福井県

のユアーズホテルフクイで開催しまし

た（福井県幹事、有賀藤一郎、岡田忠彦、

北村秀夫、平谷美智夫、薬袋俊次、宮地

裕文、山内茂樹）。本来であれば昭和40

年入学、昭和46年卒業ではありますが、

当時は学園紛争が激しく我々のクラスは

卒業が延長し、昭和46年6月から昭和

47年3月に別れてしまいました。その

ために昭和42年進学でまとまりました。

天孫会の由来は、クラス担任の細菌学の

故西田教授がクラス会で“テンションを

もって生きよ”と言われたことをもじっ

て川崎君らがこの会を“天孫会”と呼ぼ

うとしたことによります。

今回のコロナのこともあり前回の富

山から5年ぶり会となりました。参加は、

遠くは沖縄から喜屋武君をはじめ32名、

夫婦で参加が3組（今村夫妻、小関夫妻、

薬袋夫妻）でした。

平谷君の司会で始まりまず物故会員に

黙禱をささげた後、薬袋君の乾杯の音頭

で会が始まりました。50数年ぶりに参

加した人や若い時とすっかり変わって、

初めは誰だかわからなかったこともあり

ましたが、すぐに学生時代に戻りアル

コールが進むにつれ話が弾みました。今

回は時間を十分にとり一人一人近況や実

績、自慢話を報告してもらいました。み

んな喜寿を超え持病や救急車で運ばれ急

死に一生を得た話もありましたが、なん

らかの持病を抱えながらも参加者のほと

んどは元気で毎日の診療を行い、まだま

だ現役で活躍している頼もしい状況で、

息子さんや娘さんが跡継ぎで一緒に悠々

自適に診療しているという羨ましい話

もありました。また、大阪から参加した

小山春海君から、手作りの豆を全員にい

ただき後日美味しくいただきました。最

後に薬袋君が人生を歌った（雨上がり）を、

学生時代に通った桜咲く美しく懐かしい

石川門や金沢城のビデオを背景に見事に

歌いあげ、みんなに感動を与えてくれま

した。楽しい時間はあっという間に過ぎ、

次は沖縄か金沢での再会を約束して、宮

地君の中締めの挨拶で会を終えました。

引き続き、会場を浜町の和風ラウンジ

（日々）に移し２次会に入りました。ほぼ

全員の参加で、芸子さんの優雅な踊り、

絵勇壮な太鼓、三味線演奏を楽しみなが

ら福井の地酒や洋酒を堪能しました。カ

ラオケもあり圧巻は大原君のプロの三味

線をバックに見事に（山中節）を歌い上げ

喝采をえました。ここでも夜遅くまで話

が盛り上がりました。

次の日は、前夜の雨もすっかりあがり

晴天の下、福井観光の定番の恐竜会館、

永平寺、朝倉遺跡めぐりと芦原ゴルフク

ラブでのゴルフ組に別れ休日を楽しみま

した。

最後に、この原稿を書き上げ正月過ぎ

に送ろうと思っていましたところ、元旦

に思いもしない多数の家屋損壊や死傷者

を出した能登半島地震が起こりました。

心よりお見舞い申し上げるとともに、1

日でも早く平穏な日常を取り戻されるよ

うお祈り申し上げます。

� （岡田　忠彦：記）

天 孫 会
（ 昭 和 4 2 年 医 学 部 進 学 同 窓 会 ）

40 � v o l . 1 8 7（ 2024／ 5）



謝 恩 会

令和6年3月21日、ホテル日航金沢に

て令和5年度金沢大学医学類卒業謝恩会

を開催いたしました。5年ぶりの開催と

なった今回、先生30名、学生107名の

計137名にご参加いただきました。ご臨

席いただいた先生方に心より感謝申し上

げます。

元日に発生しました能登半島地震を受

け、謝恩会の中止も検討いたしましたが、

コロナ禍に苦しんだ学年であり、最後に

皆で集まれる機会を大切にして欲しいと

のお声をいただき、予定通りに開催でき

ましたこと、大変有り難く、嬉しく思っ

ております。

本年の卒業謝恩会は、15名の謝恩会

委員とホテル日航金沢の皆さまのご協力

のもと、昨年9月より準備してまいりま

した。久しぶりの開催であり、「参加者

全員がこの6年を振り返り、心から楽し

むことができる会」を目標に、自由な立

案を進めてまいりました。

当日は学年代表の浜木による開会のご

挨拶で開宴しました。続いて、医学類長

の杉山和久先生、医薬保健学域長の堀修

先生、金沢大学附属病院長の蒲田敏文先

生、医王保護者の会会長の土山寿志先生

よりご挨拶をいただきました。皆さまよ

り、国家試験合格、そして卒業に対する

お祝いのお言葉と、これから医師となる

にあたっての心構えをご教授いただき、

これからが本当のスタートなのだと、身

の引き締まる思いでした。

各テーブルの先生のもとには、3年次

の基礎配属または6年次のプレ・イン

ターンシップで特にお世話になった学生

が集い、思い出話に花を咲かせました。

余興として「金沢大学医学類謝恩会模試」

と題したクイズ大会も開催されました。

医師国家試験さながらの問題冊子に、事

前に先生にお答えいただいたアンケート

などから得た情報をふんだんに取り込ん

だクイズ問題が並び、先生と学生が協力

して、楽しく時に真剣に解答を考える姿

が印象的でした。合間には学生によるコ

ント動画やダンス動画も流れ、会場全体

が笑いに包まれました。

その後には、教育委員長の山本靖彦先

生からもお言葉をいただき、この6年間

が、我々学生により良い教育を、という

先生方の熱い想いに支えられたもので

あったことを改めて実感いたしました。

そして、学年代表の彦田より閉会のご挨

拶をさせていただき、最後に今年ご退任

された先生方に花束を贈りました。

盛況のうちに閉会の時を迎えることが

でき、会の開催にあたってご協力いただ

いた全ての皆さまに改めて心より感謝申

し上げます。

この4月より我々は全国各地で医師人

生をスタートいたします。それぞれが違

う道を歩み始めても、この金沢大学で出

会った恩師や友人との縁を今後も大切に

していきたいと心から思います。そして、

金沢大学卒業生としての誇りを忘れずに、

医療に貢献できるよう邁進してまいりま

す。十全同窓会の皆さまにおかれまして

は、今後ともご指導のほどよろしくお願

い致します。

� （令和5年度卒業謝恩会実行委員長

� 　彦田　藍子：記）
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白 山 診 療 班

白山は、富士山、立山と並ぶ日本三霊

山であり、古くから現在に至るまで多く

の人に愛されています。白山診療班は、

白山室堂ビジターセンター内の診療所で

活動を行う、歴史ある団体です。夏山期

間に医師や医学生が診療所に滞在し、体

調を崩した登山者の方々や室堂スタッフ

の対応にあたっています。医療行為は正

班員である医師に限られて行われていま

すが、学生も診療活動を手伝い、医師の

側で診療の方法や心構えなどを学びます。

ただ、医師が診療所に滞在しておらず、

学生のみで対応しなければならない期間

もあります。その際には、必要に応じて

先生方に電話で相談させていただきなが

ら、医療面接などできる限りの対応を行

なっています。正班員である先生方にお

かれましては、お忙しい中、入山時や電

話相談時など多岐に渡って活動にご尽力

いただいております。この場を借りて深

く感謝申し上げます。

室堂までの道のりでは、白山の雄大な

自然に思う存分触れることができます。

足を進めるほどに感じる疲労感も、振り

返ると目に入る景色の美しさが忘れさせ

てくれます。先生方や同期、先輩後輩と

一緒に山を登り、感動を分かち合うこと

は、普段の学生生活では得難い経験です。

そして、室堂に到着した後は、診療所に

滞在する医療者としての行動を求められ

ます。提供できる医療物資や医療行為が

限られている中でも可能な限りの対応を

行うことは、迅速な初期対応として必要

なだけでなく、登山者に安心感をもたら

すことに繋がります。また、低学年でも

患者さんと接し、診療行為に関わる経験

は、普段の学びの意欲を一層高めてくれ

ます。昨年診療所にいた自分と比べて、

次の夏はどのように成長した自分でいら

れるか、また、理想とする姿には何が足

りていないか、山の上で過ごす時間の中

で多くを知ることができます。このよう

に、白山の自然に囲まれながら、責任感

を持って診療に関わる一夏の経験は、と

ても新鮮で、多くの学生の心に強く残る

と思います。

夏山期間終了後には、入山した学生が

集まり反省会を開いています。コロナ禍

を経て活動が本格的に再開され、指摘さ

れた改善点も多くあります。今後、診療

班の活動により多くの学生や先生方に携

わっていただけるよう、診療所内の環境

整備や柔軟な日程調整に努めてまいり

ます。

最後になりましたが、十全同窓会の皆

さまには日頃よりご支援を賜り感謝致し

ております。今後ともご指導ご鞭撻のほ

どお願い申し上げます。

� (医学類5年　森戸　佳奈：記)

学 生 課 外 活 動 報 告
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立 山 診 療 班

富山県東部にそびえる立山連峰は、北

アルプス北部に位置する標高3000メー

トルの天上界で、年間約100万人もの観

光客が訪れます。私たち立山診療班は7

月下旬から8月下旬の約1カ月の間、立

山で起こる登山客や観光客の疾病や事故

に対し、富山県警察山岳警備隊、周辺の

山小屋や環境省の方々のご協力のもと、

山岳診療所にてボランティアで診療活動

を行っています。室堂・雷鳥沢・剣沢の

合計3カ所の診療所には、夏休みの1カ

月の間に、例年100名ほどの患者さんが

受診されます。

今年度は学生39名が診療所に入り、

診療活動にあたりました。診療所では診

療活動自体は医師が行い、学生は診療の

補助を行うという体制をとっています。

しかし、学生が主に滞在している雷鳥沢

診療所は医師不在の場合も多いため、学

生は自分たちで問診をとったり、医師に

電話で指示を仰いで対処したり、雷鳥沢

から室堂に滞在する医師のもとへ患者さ

んに付き添って一時間ほどの道のりを歩

いたりすることもあります。医師不在

の状態でも患者さんを円滑に診療に繋

げるため、なるべく班に1人は上級生が

いるようなシフトになっています。ま

た、空いた時間に班員同士で問診の練習

をすることもあります。実際の臨床現場

を体験し、患者さんへの接し方を学ぶ機

会は、学生たちにとって非常に貴重で有

意義なものとなっています。また、診療

所での生活では、診療活動の補助だけで

なく、山小屋の食事の準備や掃除を伴う

共同生活や山への散策なども重要な要素

となっています。立山は雷鳥沢を取り巻

くように数々の山が聳えています。登る

山を選び、タイムスケジュールを組んで、

危険箇所を考え、苦労して登った際の達

成感は何物にも変え難く、またその過程

で管理所を訪れる登山客の方々へのナビ

能力も身につきます。そして、先生方や

山小屋の方々、同級生、先輩後輩、患者

さんや他大学の山仲間との出会いと関わ

りの中で、勉学とはまた違ったものも学

ぶことができます。この会報をご覧の診

療班卒業生の皆さまも、学生時代を思い

出しつつ避暑がてらにでも参加していた

だければ幸いに思います。今年も例年通

り20名ほどの先生方が参加され診療に

あたられましたが、三つの診療所を抱え

る立山の診療には、より多くの先生方の

ご協力が必要だと感じております。もし

ご興味がございましたら、立山診療班

kum.tateyama3015@gmail.comま

でご連絡ください。先生方と山小屋でご

一緒できる日を心待ちにしております。

最後になりましたが、OB・OG の先生

方をはじめ、活動を支援してくださった

皆さま、十全同窓会の皆さまのお陰をも

ちまして、本年度の活動も無事に終える

ことができましたことを、ここに厚くお

礼申し上げます。

� （医学類6年　川端日向子：記）
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金沢大学医学類5年生の緩和医療臨床

実習では、「これまでに人の生と死を考

えさせられ、深く共感した書籍、映画、

芸術、自身の体験などを1つ選び、人は

死までをいかに生きることができるか、

医療者はどのような支援ができるかに関

する自分の考えを皆に紹介しなさい」と

いう課題を与えており、令和5年度5年

生も熱心に課題に取り組んでくれました。

本稿では2名（安村大樹君、原口葵さん）

のレポートを紹介します。（写真1、2）

1）医療の源流

1年2カ月ほどの臨床実習の間にも、

多くの死に直面してきた。救急搬送さ

れた心肺停止の患者や、悪性腫瘍にて

余命宣告を受けた患者などである。今

回の実習では、ドキュメンタリー映画

「四万十：いのちの仕舞い」を紹介した。

高知県四万十市で訪問診療をおこなう

小笠原医師と人々との交流が描かれる。

四万十で「いい仕舞い」とは、食べられて、

痛くなくて、話ができて、なじみの人の

中で最期を迎えることを意味する。

嶋﨑静子さんは、死の3日前に「痛く

もないし、苦しくもない、目も見えるし、

耳も聞こえる。鰤（ぶり）の刺身を食べた

いけど、食べても味がないし、味が分か

りたいね」と話し、小笠原先生は「分かっ

た、味がわかるように薬など考えようか

ね」と応える。彼女は最期まで食事を楽

しみたいと願い、それを言葉にして自

然に亡くなった。夫が「穏やかにスッと

やったね」と、にこやかに回想する場面

が印象に残っている。

研修医になると検査や治療に忙殺され、

死にゆく人への対応を後回しにしてしま

い、葛藤する日々が続くかもしれない。

忘れていけないのは、誰もがいつかは必

ず死に、その死を判断するのも医師であ

るということだ。人は、生まれる時も生

きる時も死ぬ時も、医療と関わる。医療

の主流が治療であるとしても、その源流

は「いい仕舞い」にあると感じている。

2）谷口教授の実習から
	 生と死を考える

ロシアの文豪トルストイは「懺悔」の中

で、自身の人生を「一切がごまかしだ」と

語った。これは、死を前にした人生の無

意味感と絶望の言葉であり、死に直面し

た人に共通する感情ではないかと感じた。

人生を無意味だと感じるのは、未来に

「死」という大きな不安があるからではな

いだろうか。

未来が不安なことによる今の不安は、

金大医学生なら麻酔科蘇生科谷口教授か

ら課せられるレポートなどで実感でき

る。明日に谷口教授の実習が控えていた

ら、カラオケや友達との会話も楽しめな

い。多くの人に共通する未来の最大の不

安が死であり、未来の不安がある限り今

まで楽しめていたことも楽しめなくなる

のだ。

それならば死を前にしても変わらない

幸せは何だろうか。これこそが哲学の歴

史の中で語られてきたテーマであり、パ

スカルは「最高善」と言い、経典では「破

闇満願（はあんまんがん）」と説いている。

死を前にしても不変の幸せがあれば、意

味のある人生だったと思えるだろう。人

生は各人によってさまざまな意味がある。

我々は、自分自身でもこれらを考え、他

者がこれらを考えられるように支援する

ことが必要である。

以上から医療者ができることは、1）ま

ずは医療者自身が人生の有限性を知り、

今やるべきことを考えること、2）患者さ

んが死を前にしても楽しめることを、共

に語り考えること、3）それを楽しむため

に苦痛を和らげること、これらが死を前

にした苦境の中を生き抜くために必要な

ものだと思う。

金 沢 大 学 医 学 生 と「 生 と 死 」を 考 え る ：  
麻 酔 科 蘇 生 科 で の 緩 和 医 療 実 習 の 報 告（ そ の 1 2 ）

金沢大学附属病院麻酔科蘇生科（緩和ケアセンター）　

山田　圭輔

写真1：令和5年度C班の実習記念写真
後列：蛯名、宮下、清水、齋藤、古崎、筆者
前列：由田、河合、安村、川原

写真２：谷口教授、原口、筆者
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令和5年度にも石川県高度・専門医療

人材養成支援事業と北國がん基金（啓発

活動部門）の助成を得て、令和4年度医

学類5年生全員のレポートを「金沢大学

医学生と「生と死」を考える（第12号）」と

して編集し、卒業式で全員に配布した

（図1）。本稿ではこの中から笹木仁一郎

先生（現・金大病院初期研修医：泌尿器

科専門コース）のレポートを紹介する（写

真1）。

1）On death and dying
	 （死ぬ瞬間：死とその過程について）

	 E・キューブラー・ロス著

死の過程における第五段階「受容」につ

いて、人はどのようなイメージを持って

いるだろうか。私は「否認」「怒り」「取り

引き」「抑うつ」の四段階を経て、迫りく

る死という現実を理解し、前向きに生き

ていこうとする状態だと認識していた。

しかし著者は、「受容とは、絶望的な放

棄を意味するものではないが、感情がほ

とんど欠落した状態であり、幸福な段

階と認識してはならない」と述べており、

私のイメージとは全く異なるものであっ

た。医療者は、「受容」段階の患者と同じ

ような、感情が欠落した状態へ降りてい

くことはできない。彼らに対してどのよ

うなコミュニケーションを取ればよいの

だろうか。

私は、患者さんを観察するようなコ

ミュニケーションも大切なのではないか

と思った。これは患者さんを遠くに放棄

することではなく、黙って側にいて、一

緒に窓の外の景色を眺めるというような、

言葉だけに頼らない対応のことである。

死の過程は、体験している人にしか分か

らないことなのだが、瞬間瞬間において

少しでも分かろうと努めるように対応し

たい。

2）憂鬱になった人に私が言えるの
は一言しかない。「遠くを見なさ
い」ということだ

	 （アラン、フランスの哲学者）

筆者が、笹木先生のレポートから思い

出したのが、表題の哲学者アランの言葉

である。「目や頭や心が癒されるのは大

きな空間を見渡す時である。星や水平線

を眺めるとき、目はのんびりとくつろぎ、

頭は自由になり、全身がくつろぎ内臓も

ゆったりする。自分のことを考えるのは

やめて、遠くをみることである」と続い

ていく。

この言葉に科学的な根拠はなくても、

直感的に理解しやすい。悩みを抱えた人

は目の前の問題しか見えなくなり、その

不安に押しつぶされてしまう。医療者も

目の前の患者と病室しか見えないままで

は、嫌気がさしてしまい、足は遠のくば

かりである。落ち込んだ時には、できる

かぎり広々とした空間にでかけるべきで

あり、病室から出られない時でも何らか

の工夫が必要なのである（広々した時間

を考えるのでもよい）。

「金沢大学医学生と「生と死」を考える

（第12号）」に掲載された医学生のレポー

トは、金沢大学を卒業して30年以上が

経過した筆者にもさまざまなヒントを与

えてくれる。この実習のおかげで、筆者

は長く緩和医療の現場で働くことができ

ており、医学生の皆さんに感謝している。

金 沢 大 学 医 学 生 と「 生 と 死 」を 考 え る ：  
麻 酔 科 蘇 生 科 で の 緩 和 医 療 実 習 の 報 告（ そ の 1 3 ）

金沢大学附属病院麻酔科蘇生科（緩和ケアセンター）　

山田　圭輔
図1：	 金沢大学医学生と「生と死」

を考える（第12号）の表紙
後列：	太田（麻酔科蘇生科）、灰

野、浜木、若山、筆者
前列：	佐伯（専門看護師）、吉年、

上野、清水、矢島（麻酔科
蘇生科）

� 写真1：筆者、笹木、酒徳（泌尿器科）
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CBT・OSCEに無事合格し、10月か

ら臨床実習が始まりました。実習が始

まった当初はCBT対策で学んだ教科書

上の知識が実際の患者さんにはどれだけ

当てはまるのだろうかと考え、自分の知

識を確認したい一心で実習に取り組んで

いました。そんななかある症例を通じて

実習でしか学べないことが数多くあるこ

とに気付かされました。

その症例はアルコール性肝硬変の患者

さんで、これまでにも複数回の入院歴が

ある方でした。主治医の先生は患者さん

にこれまでに何度も危険な状態にあるた

め飲酒をやめるように注意してきました

が、なかなか飲酒をやめることができて

いないとのことでした。その患者さんが

私の受持ちとなり、毎日診察を行わせて

いただくこととなりました。その患者さ

んに飲酒習慣について尋ねたところ、昔

はよく飲んでいたが最近ではあまり飲ん

でいないとのことでした。その旨を先生

に伝えると、先生は肝障害の状態を踏ま

えると、患者さんは本当のことを言って

くれていないと考えているとのことでし

た。そこで本当の飲酒習慣を聞き出すた

めにどうすればいいのか思案していたと

ころ、先生は患者さんの周りの人の飲酒

習慣についても聞くようにとのアドバイ

スをしてくださりました。実際に聞いて

みたところ、患者さんはためらう様子な

く、旦那さんがよくお酒を飲まれる方で

あると教えてくれました。また、会話を

通じて日常的に夫婦で飲酒を楽しんでい

るであろうことが感じ取れ、患者さん自

身もやはり多量の飲酒をしていることが

推測されました。周りの人の飲酒習慣に

ついてはスラスラと述べてくださる様子

を見て、本当の飲酒習慣を教えることで

医師に咎められることを警戒しているの

かもしれないと気付かされました。この

ように知りたいことを直接聞けない場合

に、質問の仕方を変えてみるというのは

日々の臨床現場でしか身につけられない

テクニックであるように思いました。ま

た、このような患者さんが答えやすい質

問の仕方を身につけるために、自分が患

者さんの視点に立って考えるみることが

必要だと思いました。これまでは患者さ

んの症状についてのみ考えてしまってい

ましたが、診療においては患者さんの症

状だけでなく、患者さんの背景について

考えることも忘れないようにしたいと思

います。加えて患者さんにとって話しや

すい相手となれるよう日々のコミュニ

ケーションを通じて信頼を得ることを大

事にしていきたいと考えます。

患者さんの飲酒状況について確認した

後、私はどのようにしたら患者さんに断

酒してもらえるかについて考えました。

患者さんはアルコール依存症に陥ってい

る状態でしたが、そこで私は精神科の実

習で交流したアルコール依存症を克服さ

れた方々を思い起こしました。その方々

のようにアルコール依存症を克服できな

いかと考え、先生にこの患者さんについ

ても精神科での治療を行えないのか聞い

てみたところ、本人にその意思が無いた

め行えないとのことでした。私は治療法

があるにも関わらず、それを行ってもら

えないことへのもどかしさを感じました。

ただし、これは私の健康であることが一

番という価値観に基づいたものであり、

患者さんは異なる価値観を持って判断さ

れているかもしれません。医師は治療法

を考えるだけでなく、それが最善である

ことを患者さんに納得してもらえるよう

努力することも求められ、これは教科書

では学べなかった難しさであると思いま

した。

今回の経験から、教科書では学べない

重要なことが臨床現場には数多く転がっ

ていることに気付かされました。これか

らは患者さんの視点に立って考えること

を怠らず、患者さんを先生として学習す

ることをより一層大切にしたいと思い

ます。

最後になりましたが、日々指導してく

ださる先生方、私たち学生の実習に協力

してくだせる患者さん方に感謝しながら、

今後の実習で少しでも多くのことを学べ

るよう努力してまいりたいと思います。

臨床現場でしか
学べないこと

医 学 類 5 年

木村　拓登

学 生 コ ー ナ ー
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石川 33
福井 11
富山 10
新潟 1

埼玉 2
山梨 1
群馬 2

千葉 1
茨城 5
神奈川 5

北海道 2

東京 10

兵庫 7
京都 6
大阪 5
岡山 1
広島 1
和歌山 2

愛知 7
三重 1

宮崎 1

青森 1
宮城 1

令 和 6 年 度  
医 薬 保 健 学 域 医 学 類 入 学 者
出 身 都 道 府 県 調 査

令 和 6 年 3 月 卒 業 者 進 路

石川県
(32名)

金沢大学附属病院 15
石川県立中央病院 9
金沢医療センター 2
小松市民病院 1
金沢市立病院 1
浅ノ川総合病院 1
金沢赤十字病院 1
城北病院 1
公立能登総合病院 1

富山県
(23名)

富山県立中央病院 14
市立砺波総合病院 3
富山赤十字病院 3
富山大学附属病院 1
厚生連高岡病院 1
富山市立富山市民病院 1

福井県
(2名)

福井総合病院 1
福井赤十字病院 1

東海地方
（4名）

公立陶生病院 1
静岡済生会総合病院 1
刈谷豊田総合病院 1
総合病院聖隷三方原病院 1

甲信越地方
（2名）

長野赤十字病院 1
柏崎総合医療センター 1

関東地方
（25名）

上尾中央総合病院 3
湘南鎌倉総合病院 2
虎の門病院 1
慶応義塾大学病院 1
東京警察病院 1
東京慈恵会医科大学
附属病院 1
三井記念病院 1
順天堂大学医学部附属
順天堂医院 1
東京都立荏原病院 1
東京新宿
メディカルセンター 1
東邦大学医療センター
大森病院 1
総合病院国保旭中央病院 1
横須賀市立市民病院 1
横浜市立大学附属市民
総合医療センター 1
横浜南共済病院 1
済生会横浜市東部病院 1
小田原市立病院 1
戸田中央総合病院 1
熊谷総合病院 1
川崎市立多摩病院 1
深谷赤十字病院 1
霞ヶ浦医療センター 1

北海道地方
（1名）

手稲渓仁会病院 1

近畿地方
（22名）

市立福知山市民病院 2
神戸市立西神戸医療センター 2
市立豊中病院 1
大阪医科薬科大学病院 1
大阪南医療センター 1
星ヶ丘医療センター 1
京都市立病院 1
京都大学医学部附属病院 1
京都医療センター 1
京都第一赤十字病院 1
甲南医療センター 1
関西労災病院 1
姫路赤十字病院 1
兵庫県立加古川医療センター 1
兵庫県立丹波医療センター 1
宝塚市立病院 1
北播磨総合医療センター 1
奈良県西和医療センター 1
済生会滋賀県病院 1
神戸大学医学部附属病院 1

中国地方
（3名）

倉敷中央病院 2
岡山大学 1

不明・未定・その他 7
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会費納入のお願い

同窓会事業は皆様からの会費により支えられています。
会費納入にご協力くださいますようお願い申し上げます。

会費納入方法をお知らせいたします。
年額4,000円

①自動引き落とし（手数料本会負担）
　　お手続き希望の方はご連絡先を事務局宛にお知らせください。

　　折返し「銀行口座自動振替手続きの書類」をお送りいたします。

　　是非この機会にご検討くださいますようお願いいたします。

②銀行ネット決済（ネットバンキング）
　　下記銀行口座へ直接お振り込みが可能です。

　　（お振込の際は、ご氏名の前に会員番号もしくは卒業年のご入力をお願いいたします）

　　北陸銀行　小立野支店　

　　普通預金　６０５１０４７　金沢大学医学部十全同窓会 会費口

③払込用紙（手数料本会負担）
　　従来通り同封の「払込取扱票」をご利用ください。

　　　＊ゆうちょ銀行は現金による払込みにつき、1件ごとに110円の手数料がご依頼人にかかります。

問合せ先

金沢大学医学部十全同窓会事務局
TEL： ０７６－２６５－２１３２　FAX： ０７６－２３４－４２０８　Email： juzen@med.kanazawa-u.ac.jp

会費納入のお願い



〒920-0385 石川県金沢市松島一丁目 40 番地

TEL 076-269-1880  FAX 076-269-2522
http://www.marubun-tsusyo.co.jp/

医療機器・科学機器の技術を強みとする商社



A5 1C



全身用X線CT診断装置　ゾマトム Pro Pulse　認証番号：306AABZX00010000

Dual Source CT本来の強みをさらに発展、進化させるシステムが誕生。

最大の強みを発揮する心臓検査は、新機能”ZeeFree"によって洗練され、

Dual Source CTで初めてmyExam Companionを搭載しました。

高度化したCTの先進技術をAI技術によりルーチン化し、優れたスループットを実現します。

AIと共に歩む、第5世代 Dual Source CT

X線CT 装置

SOMATOM Pro.Pulse 

Unlock Dual Source CT.
Everywhere.
www.siemens-healthineers.com/jp

CT_SOMATOM_propulse_AD_A4_1C_240306.indd   1CT_SOMATOM_propulse_AD_A4_1C_240306.indd   1 2024/03/06   13:372024/03/06   13:37



会 報 編 集 委 員 の 紹 介

10年間にわたり編集委員長を務めさせていただきました。

当時同窓会理事長を務めておられた大井章史教授から指示

を受けたものであったように記憶しています。編集委員に

加わった直後のことであり、右往左往しながら任に就きま

した。現在、同窓会として最も懸念されることは、新卒者

入会が10％台と著しく低下していることでしょう。この

理由の裏には、保護者の会が学生を手厚く支援しているの

に対し（高い会費を集金しているので当たり前）、同窓会は

何もしていない（してくれない）という、受け身の思想があ

るのではないかと感じます。母校愛がない、と言うと言い

過ぎでしょうか。同じ事が、クラブ活動でも言えるような

気がします。コロナ禍のため、数年間、追い出しコンパを

実施できませんでしたが、昨年度久しぶりに実施してくれ

ました。久しぶりにOBたちに会えるかなと思っていたと

ころが、OBで出席したのは部長の私一人と、京都大でラグ

ビーをやっておられた河﨑洋志教授の2名のみでした。

私の外来診察室は、よろず相談所のようになっています。

うちの旦那がXX癌になったのだが、どうすればいいので

しょう？うちの息子がダラでよわった、等々、いろんな方

が悩み事を語っていかれます。面倒くさがらず、真面目に、

時には面白おかしく回答が返ってくるのが良いみたいです。

本学卒業者たちが、患者さんの顔も見ないで、電カル画面に

顔を向けたまま診察する医師にならないことを祈っています。

� （絹谷　清剛：記）

編
集
後
記

同窓会事業は皆さまからの会費により支えられています。
十全医学会とは別組織であることをご理解ください。会費納入のお願い

表紙の写真

病院前の「のとキリシマツツジ」

「のとキリシマツツジ」は1730年代に能登へ
伝来し、この地域で代々守り育てられたこと
で、能登半島は日本屈指の集積地となってい
ます。金沢大学附属病院前に植えられた「の
とキリシマツツジ」は、樹齢約300年。病院
のシンボルです。

題字：山本　　健（十全同窓会会長）

発行：金沢大学医学部十全同窓会
会報編集委員会
〒 920-8640　金沢市宝町 13-1
https://juzen-ob.w3.kanazawa-u.ac.jp

発行日：令和 6 年 5 月 27 日

印　刷：能登印刷株式会社

学内編集委員（22名） 学外編集委員（21名）

中村　裕之
横山　　茂（編集委員長）

絹谷　清剛
佐々木素子
篁　　俊成
和田　隆志
太田　邦雄
杉本　直俊
谷口　　巧
山本　靖彦（副編集委員長）

和田　泰三
高村　雅之
菊知　　充
中田　光俊
安藤　　仁
山下　太郎
岡島　正樹
稲木　紀幸
倉知　　慎
林　　克洋
毎田　佳子
濱口　儒人

山口　成良
三輪　晃一
橋本　琢磨
中村　信一
勝田　省吾
山本　　健
山本　　博
山岸　正和
太田　哲生
大村　健二
横山　　仁
大島　　徹
横山　　修
蒲田　敏文
中本　安成
高村　博之
常山　幸一
古川　健治
古市　賢吾
若山　友彦
中西　清香

以上43名で構成されています。


